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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水中油型マイクロエマルションである抗菌性混合物であって、
　３－（トリメトキシシリル）プロピル－Ｎ－オクタデシル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニ
ウムクロライドである抗菌性シラノール第四級アンモニウム化合物（ＳＱＡＣ）；
　グレープフルーツ油、レモン油、ライム油、タンジェリン油、及びオレンジ油並びにそ
れらの混合物からなる群から選択される精油；並びに
　所望の水中濃度とするための残部の水；
を含み、前記水中油型マイクロエマルションは水中で安定である、抗菌性混合物。
【請求項２】
　前記抗菌性ＳＱＡＣの重量比が、前記混合物の約０．１重量％～約１０重量％である、
請求項１に記載の抗菌性混合物。
【請求項３】
　前記抗菌性ＳＱＡＣの重量比が、前記混合物の約０．１重量％～約１重量％である、請
求項１に記載の抗菌性混合物。
【請求項４】
　前記抗菌性ＳＱＡＣの重量に対する前記精油の重量比が約０．１５より大きい、請求項
１に記載の抗菌性混合物。
【請求項５】
　前記抗菌性ＳＱＡＣの重量に対する前記精油の重量比が約０．２～約０．５である、請
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求項１に記載の抗菌性混合物。
【請求項６】
　前記抗菌性ＳＱＡＣの重量に対する前記精油の重量比が約０．３である、請求項１に記
載の抗菌性混合物。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか１項に記載の抗菌性混合物及び前記ＳＱＡＣと前記精油とを混
合するための反応媒体を含み、前記反応媒体が揮発性有機反応媒体である、組成物。
【請求項８】
　前記揮発性有機反応媒体が、脂肪族化合物からなる群から選択される、請求項７に記載
の組成物。
【請求項９】
　前記揮発性有機反応媒体がアルコールである、請求項７に記載の組成物。
【請求項１０】
　（ｉ）抗菌性シラノール第四級アンモニウム化合物（ＳＱＡＣ）を精油と混合する工程
であって、ここで、前記ＳＱＡＣは３－（トリメトキシシリル）プロピル－Ｎ－オクタデ
シル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムクロライドであり、且つ前記精油がグレープフルー
ツ油、レモン油、ライム油、タンジェリン油、及びオレンジ油並びにそれらの混合物であ
り；並びに
　（ｉｉ）所望の水中濃度とするために、水により前記混合物を希釈する工程と；
を含む、ＳＱＡＣを含む抗菌性混合物の製造方法。
【請求項１１】
　前記水により前記混合物を希釈する工程が更に、前記ＳＱＡＣを約０．１～約１０重量
％含む水中油型ミクロエマルションを得るために、多量の水で前記混合物を希釈すること
を含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記水により前記混合物を希釈する工程が更に、前記ＳＱＡＣを約６重量％含む水中油
型ミクロエマルションを得るために、多量の水で前記混合物を希釈することを含む、請求
項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記抗菌性シラノール第四級アンモニウム化合物（ＳＱＡＣ）を精油と混合する工程が
、ＳＱＡＣの重量と比較して、前記精油の重量比を約２０～５０重量％とすることを含む
、請求項１０～１２のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１４】
　前記抗菌性シラノール第四級アンモニウム化合物（ＳＱＡＣ）を精油と混合する工程が
、ＳＱＡＣの重量と比較して、前記精油の重量比を約３０重量％とすることを含む、請求
項１０～１２のいずれか１項に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
背景
　本発明は、概して、改善された抗菌性物品及び化合物に関し、より詳細には、精油及び
抽出物等の植物を用いて安定化された水可溶化シラノール第四級アンモニウム化合物に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　殺生物剤は、細菌、カビ、藻類、菌類、又はウイルス等の微生物を殺すあらゆる物質で
ある。バイオスタティックは、これらの生物の成長を阻害する物質である。集合的なグル
ープは抗菌剤と呼ばれる。人々は、食品の耐用年数や所有を延ばす必要性を最初に発見し
て以来、一般に防腐剤と呼ばれる抗菌剤を利用してきた。海塩は、食品を保存するために
使用された最初の抗菌剤であった可能性がある。初期のエジプト人が使用して人間や動物
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の体を保護するミイラ技術は、塩類や様々な樹脂を使用した。これらの防腐剤は、魔法の
力及び永遠の生活の質を築く能力を持つと考えられていた。
【０００３】
　自然界における微生物の存在は、１６００年代後半に顕微鏡の発明によって発見された
。早ければ１７０５年に、塩化水銀を使用して、船虫に対して船舶の厚板材を保護した。
微生物との因果関係での抗菌剤の使用はまだ１世紀も経っていないが、微生物学的劣化の
原因物質が理解されたのは、１９世紀のパスツール、グラムらの発見までではなかった。
【０００４】
　特定のシラノール第四級アンモニウム化合物（「ＳＱＡＣ」）は、静菌性、静真菌性、
及び藻類菌性、並びに／又は殺菌性、殺真菌性、及び殺藻性を有する。例えば、３－（ト
リメトキシシリル）プロピルオクタデシルジメチルアンモニウムクロライドは、ダウコー
ニング（Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ）から「ＢＩＯＧＵＡＲＤ　Ｑ　９－５７００」として
販売されている市販の抗菌性製品である。多くの他の有機ケイ素アミン及び塩も抗菌活性
を示す。
【０００５】
　反応性シラノールは、任意の形態で酸素、窒素、又は炭素を含む任意の表面と共有結合
を形成するので、様々な標的表面と結合することができる。例えば、金属（ステンレス鋼
を含む）の表面上の水酸化物又は酸化物は、耐久性のある結合を形成する。更に、シラノ
ール基は、縮合機構を介してホモ重合して耐久性のある三次元架橋ポリマーマトリックス
を形成する。従って、反応性シラノールは、プラスチック、金属、布、タイル、石積み、
ビニール、木材、塗装された表面、及び人間の皮膚等の表面と結合することができる。
【０００６】
　シラノールがアルキル第四級アンモニウム基の形態で殺菌性助剤で修飾され、シラノー
ルが表面上に固定されると、活性殺菌部位も固定される。作成されたフィルムは１５ｎｍ
～１８０ｎｍで極めて薄いため、表面の本来の物理的性質はほとんど影響を受けない。
【０００７】
　殺菌性助剤を有するシラノールは、典型的には作用機構を示し、それによって、処理表
面上に到達する細菌が殺生物助剤の炭化水素を吸収し、正に荷電した窒素原子が細胞の電
気平衡に影響を及ぼす。より具体的には、窒素原子は、ポーリンチャネル及び／又は外側
タンパク質層を破壊し、細胞死を引き起こす。
【０００８】
　殺生物剤の固定された性質は、毒性、汚染、及び他の感覚刺激性の性状が懸念される場
合に重要である。この殺菌表面処理は、通常の洗浄手順では除去されない。実際、殺菌性
表面を「リフレッシュ」するためには、通常の浄化レジームを維持することが重要である
。フィルムの薄さは、コンタクトレンズの処理等の光学特性が重要な分野での適用を可能
にする。殺菌助剤を含むシラノールは、ベッドシート、病院衣類、カーテン、床、及び壁
材料、空気濾過システム、医療機器、包帯、外科用器具、及びインプラントの処理に使用
されており、カテーテル、ステント、コンタクトレンズ、及び気管内チューブ上の生物膜
の成長を防止する。
【０００９】
　ＥＰＡは、毒性情報に基づいて、トリメトキシシリル第四級物に対する繰り返しの経口
又は経皮暴露に対する懸念の終点はないと結論付けた。この結論は、トリメトキシシリル
第四級物化合物を用いて実施された急性、亜慢性、及び発達研究で観察された低毒性に基
づいた。彼らは更に、変異原性試験の結果及び毒性データベースにおける全身毒性の欠如
に基づいて、トリメトキシシリル第四級物の発癌性に関する懸念がないと結論付けた。
【００１０】
　加水分解データに基づいて、ＥＰＡは、トリメトキシシリル第四級物が可溶性であるが
水中では安定でないと結論付けている。彼らは、化合物の不安定性及びそれらの不溶性シ
ラン分解物の形成のために、トリメトキシシリル第四級物は加水分解による急速分解のた
めに表面又は地下水を汚染するとは予想されないと述べた。
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　水性ＳＱＡＣは抗菌剤としての可能性が非常に高いが、重大な欠点がある。それらは非
常に不安定であり、貯蔵寿命が短い。例えば、ポリセスキオキサン型ポリマーの早すぎる
沈殿は、低い水性濃度でも起こる。また、早すぎる重合は、望ましくない溶液粘度を引き
起こし、それによって従来のコーティング方法を複雑にする。
【００１２】
　水性ＳＱＡＣの貯蔵寿命を延ばすために、様々な戦略が採用されている。例としては、
界面活性剤添加物を導入して、遊離シラノール末端を単糖及び他の複数のヒドロキシル基
分子等の安定剤で調整すること；前記第四級オルガノシラン加水分解物を親水性ポリマー
と配位結合させること；有毒なメタノール及びメチル又はブチルセロソルブ等の非水性溶
媒を組み込むこと；代替の水性／有機系を使用すること；並びにそれらの組み合わせが挙
げられる。場合によっては、ｐＨ調整が用いられて、安定剤によってもたらされる利益を
最大にする。これらの戦略は全て、親水性毒性及びコストを望ましくなく生じさせること
を含む欠点を有する。
【００１３】
　水性媒体は、加水分解されたシラノール基の早すぎるホモ重合を除去又は減少させ、そ
れによって貯蔵安定性を向上させる添加剤及び成分を含むことが望ましい。水性媒体は、
早すぎる単独重合に起因する望ましくない粘度上昇を除去又は減少させる添加剤及び成分
を含むことが望ましい。水性媒体は、早すぎる単独重合に起因する望ましくない沈殿を除
去又は減少させる添加剤及び成分を含むことが望ましい。また、水性媒体が、心地よい香
りを与え、溶液透明性を維持し、下層のＳＱＡＣの性能を向上し、組成物を水性カビの成
長から保護する添加剤及び成分を含むことが望ましい。添加剤は、塗布及び硬化操作の間
に完全に蒸発し、シラノール基のホモポリマー架橋の高い生成を可能にし、それによって
、基材上に高い水及び溶剤不溶性コーティングをもたらすことが望ましい。添加剤は親水
性ではなく、ＳＱＡＣのカチオン電荷密度を変化させないことが望ましい。添加剤及び成
分は環境に優しいことも望ましい。要するに、以下の特徴を有する抗菌性化合物及び物品
を有することが望ましい：１）低毒性；２）低可燃性；３）水性ＳＱＡＣの優れた安定化
；４）心地よい香り；５）揮発性（安定化剤の硬化したフィルムへの取り込みがほとんど
ない又は全くない）；６）抗菌活性；７）再生可能な資源から得られる。
【００１４】
　従って、使用中に有効であり、同時に調製後に長期間安定である抗菌性処理物品及び化
合物の必要性が存在する。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明は、抗菌性処理物品を対象とし、物品は、有効量の少なくとも１つの抗菌性シラ
ノール第四級アンモニウム化合物、少なくとも１つの精油、及び残部の水の抗菌性混合物
で処理された基材を含む。１つの実施形態では、抗菌性混合物は、基材を処理する前に、
少なくとも１つの抗菌性シラノール第四級アンモニウム化合物と少なくとも１つの精油と
を一緒に混合するための反応媒体中で形成される。
【００１６】
　少なくとも１つの抗菌性シラノール第四級アンモニウム化合物は、３－（トリメトキシ
シリル）プロピル－Ｎ－オクタデシル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムクロライド、３－
（トリメトキシシリル）プロピル－Ｎ－テトラデシル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムク
ロライド、３－（トリヒドロキシシリル）プロピル－Ｎ－オクタデシル－Ｎ，Ｎ－ジメチ
ルアンモニウムクロライド、及びそれらの混合物から選択され得る。１つの実施形態では
、抗菌性シラノール第四級アンモニウム化合物は、３－（トリメトキシシリル）プロピル
－Ｎ－オクタデシル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムクロライドである。
【００１７】
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　少なくとも１つの抗菌性シラノール第四級アンモニウム化合物は、混合物の約０．１重
量％～約１０重量％であってもよい。１つの実施形態では、少なくとも１つの抗菌性シラ
ノール第四級アンモニウム化合物は、混合物の約０．１重量％～約１重量％である。別の
実施形態では、少なくとも１つの抗菌性シラノール第四級アンモニウム化合物は、混合物
の約０．２重量％より多い。
【００１８】
　また、少なくとも１つの抗菌性シラノール第四級アンモニウム化合物の重量に対する少
なくとも１つの揮発性精油の重量比は、約０．１５より大きい。１つの実施形態では、少
なくとも１つの抗菌性シラノール第四級アンモニウム化合物の重量に対する少なくとも１
つの揮発性精油の重量の比は、約０．２～約０．５である。別の実施形態において、少な
くとも１つの抗菌性シラノール第四級アンモニウム化合物の重量に対する少なくとも１つ
の揮発性精油の重量の比は、約０．３である。
【００１９】
　揮発性精油は、２以上の精油の混合物であってもよい。１つの実施形態では、精油は、
ティーツリー油、ペパーミント油、タイム油、グレープフルーツ油、レモン油、ライム油
、オレンジ油、タンジェリン油、セダーウッド油、パイン油、及びそれらの混合物からな
る群から選択され、抽出物はオレンジ皮抽出ｄ－リモネンである。
【００２０】
　また、反応媒体は、揮発性有機反応媒体であってもよい。１つの実施形態では、揮発性
有機反応媒体は、脂肪族化合物からなる群から選択される。１つの実施形態では、揮発性
有機反応媒体はアルコールである。別の実施形態において、アルコールはメタノールであ
る。
【００２１】
　本発明の基材は、繊維製品、衣類、及び建築材料等の様々な有機又は無機の形態であり
得る。抗菌性混合物は、噴霧及びディッピングを含む様々な方法で基材に塗布されてもよ
い。
【００２２】
　従って、本発明の１つの態様は、抗菌性処理物品を提供することであり、抗菌性処理物
品は、（ａ）基材；（ｂ）有効量の少なくとも１つの抗菌性シラノール第四級アンモニウ
ム化合物及び少なくとも１つの精油の基材を処理するための抗菌性混合物を含む。
【００２３】
　本発明の別の態様は、基材を処理するための抗菌性混合物を提供することであり、抗菌
性混合物は、（ａ）少なくとも１つの抗菌性シラノール第四級アンモニウム化合物；（ｂ
）少なくとも１つの揮発性精油；及び（ｃ）残部の水を含む。
【００２４】
　本発明の更に別の態様は、抗菌性処理物品を提供することであり、抗菌性処理物品は、
（ａ）基材；並びに（ｂ）（ｉ）有効量の少なくとも１つの抗菌性シラノール第四級アン
モニウム化合物、（ｉｉ）少なくとも１つの精油、及び（ｉｉｉ）残部の水の基材を処理
するための抗菌性混合物を含み、抗菌性混合物は、基材を処理する前に、少なくとも１つ
の抗菌性シラノール第四級アンモニウム化合物と少なくとも１つの精油とを一緒に混合す
るための反応媒体中で形成される。
【００２５】
　本発明のこれら及び他の態様は、図面を考慮した場合に好ましい実施形態の以下の説明
を読めば、当業者に明らかになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】揮発性植物の濃度及びシラノール第四級アンモニウム化合物の濃度の関数として
、本発明によって調製された微生物組成物の予想される全体的な望ましい状況を示すグラ
フである。
【図２】植物性要素を有さない組成物と比較した様々なＳＱＡＣ／植物性組成物の濁度を
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示す。
【図３】植物性要素を有さない組成物と比較した様々なＳＱＡＣ／植物性組成物の粘度を
示す。
【図４】ティーツリー油を有さない組成物と比較した経時的ＳＱＡＣ／ティーツリー油組
成物の粘度を示す。
【図５】タイム精油を有さない組成物と比較した経時的ＳＱＡＣ／タイム精油組成物の粘
度を示す。
【図６】２つの異なるｐＨにおける同じ濃度のペパーミント油の粘度を示す。
【図７】ＳＱＡＣの０．７５％及び６．０％の両方の溶液の水性安定性を、ＳＱＡＣに対
する揮発性植物の比の関数として示す。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　以下の説明において、同様の参照符号は、いくつかの図を通して同じ、又は対応する部
分を示す。また、以下の説明では、「前方」、「後方」、「左」、「右」、「上向き」、
「下向き」などの用語は便宜的な言葉であり、限定的な用語として解釈されるべきでない
ことが理解される。
【００２８】
　本明細書で使用されるように、以下の用語が適用される。
【００２９】
　「植物（Ｂｏｔａｎｉｃａｌ）」又は「植物化学物質（Ｐｈｙｔｏｃｈｅｍｉｃａｌ）
」は、植物由来の物質、例えば精油又は抽出物である。
【００３０】
　「安定」は、２５℃で少なくとも３ヶ月間、水中で６％活性ＳＱＡＣで、相分離、沈殿
を示さず、濁度値＜４０ＮＴＵ、及び粘度＜５０ｃＰｓであることを意味する。
【００３１】
　「ＳＱＡＣ」は、シラノール第四級アンモニウム化合物である。本明細書で検討される
好ましい例は、ＳＱＡＣ＃１～３と示される。
【００３２】
　「ＳＱＡＣ＃１」は、３－（トリメトキシシリル）プロピル－Ｎ－オクタデシル－Ｎ，
Ｎ－ジメチルアンモニウムクロライドである。
【００３３】
　「ＳＱＡＣ＃２」は、３－（トリメトキシシリル）プロピル－Ｎ－テトラデシル－Ｎ，
Ｎ－ジメチルアンモニウムクロライドである。
【００３４】
　「ＳＱＡＣ＃３」は、３－（トリヒドロキシシリル）プロピル－Ｎ－オクタデシル－Ｎ
，Ｎ－ジメチルアンモニウムクロライドである。
【００３５】
　ＳＱＡＣ＃１は、Ｂｉｏｓｈｉｅｌｄ　７２００として、ノースカロライナ州グリーン
ズボロにあるＩｎｄｕｓｃｏ，Ｌｔｄから市販されており、無水メタノール中に有効成分
を含む濃縮溶液として販売されている。同様の製品は、ダウコーニングとマイクロバンイ
ンターナショナルの両方等から入手できる。選択された３つのＳＱＡＣ化合物のうち、Ｓ
ＱＡＣ＃１は、その販売数量が非常に多く、多種多様な基材上の抗菌コーティングとして
高い評判で使用されていることから、これらの発明のプロセスを実証するための１つの許
容可能な化合物である。
【００３６】
　以下は、これらの発明において、精油及び抽出物を含む植物が使用され得る、抗菌性植
物化学物質の植物種の非網羅的なリストである。
　Ｊａｓｏｎｉａ　ｃａｎｄｉｃａｎｓ（セスキテルペン、ラクトン）；
　Ｐｏｌｙｇｏｎｕｍ　ｆｌａｃｃｉｄｕｍ（フラボン及びアルファサンタレン誘導体）
；
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　Ａｃａｌｙｐｈａ　ｗｉｋｅｓｉａｎａ（抽出物）；
　Ｐａｖｅｔｔａ　ｏｗａｒｉｅｎｓｉｓ（プロシアニジン）；
　Ｐｌｅｃｔｒａｎｔｈｕｓ　ｈｅｒｅｒｏｅｎｓｉｓ（ジテルペノイド、ジテルペン）
；
　Ｍｏｓｓ（ジクラニン抽出物）；
　Ｃａｎｎａｂｉｓ　ｓａｔｉｖａ（抽出物）；
　Ｇｌｏｉｏｓｉｐｈｏｎｉａ　ｓｐｐ．（ｇｌｏｉｏｓｉｐｈｏｎｅｓ）；
　Ｌａｍｉｎａｃｅａｅ　ｓｐｐ．（抽出物）；
　Ｓｅｃｕｒｉｄａｃａ　ｓｐｐ．（抽出物）；
　Ｖｅｒｏｎｉａ　ｓｐｐ．（抽出物）；
　Ｈｙｐｔｉｓ　ｕｍｂｒｏｓｅ（ｕｍｂｒｏｓｏｎｅ）；
　Ａｓｃｌｅｐｉａｓ　ｓｙｒｉａｃａ（ミルクウィード抽出物）；
　Ｔａｇｅｔｅｓ　ｔｅｎｕｉｆｏｌｉａ（チオフェン）；
　Ｃａｌｏｐｈｙｌｌｕｍ　　ｉｎｏｐｈｙｌｌｏｉｄｅ（フラボノイド）；
　Ｔａｎａｃｅｔｕｍ　ｄｅｎｓｕｍ（セスキテルペンラクトン、トリテルペノイド）；
　Ｎｅｏｒａｕｔａｎｅｎｉａ　ｍｉｔｉｓ（抽出物）；
　Ｐｒｅｍｎａ　ｓｃｈｉｍｐｅｒ（ジテルペン）；
　Ｐｒｅｍｎａ　ｏｌｉｇｏｔｒｉｃｈａ（セスキテルペン）；
　Ｐｒｅｍｎａ　ｏｌｉｇｏｔｒｉｃｈａ（ジテルペン）；
　Ｊａｓｏｎｉａ　ｃａｎｄｉｃａｎｓ（精油）；
　Ｖｉｓｎｅａ　ｍｏｃａｎｅｒａ（ベータ－シトステロール、トリテルペンベツリン酸
、ウルソール酸、プラタン酸）；
　Ａｓｔｅｒａｃｅａｅ　ｓｐｐ．（ターチオフェン及びポリイン）；
　Ｐｅｔａｌｏｓｔｅｍｕｍ　ｐｕｒｐｕｒｅｕｍ（抽出物）；
　Ｃａｍｅｌｉａ　ｓｉｎｅｎｓｉｓ（カテキン）；
　Ｈｅｌｉｃｈｒｙｓｕｍ　ｐｉｃａｒｄｉｉ（フラボノイド）；
　Ｈｅｌｉｃｈｒｙｓｕｍ　ｉｔａｌｉｃｕｍ（フラボノイド）；
　Ｃｏｒｙｄａｌｉｓ　ｐａｌｌｉｄａ（プロトベリン、アルカロイド）
　Ｓｈｉｒａｉａ　ｂａｍｂｕｓｉｃｏｌａ（ペリレンキノン）；
　Ｆｒａｘｉｎｕｍ　ｏｍｕｓ（ヒドロキシクマリン）；
　Ｐｏｄｏｃａｒｐｕｓ　ｎａｇｉ（トタロール及びノルジテルペンジラクトン）；
　Ｈｅｔｅｒｏｔｈｅｃａ　　ｉｎｕｌｏｉｄｅｓ（セスキテルペノイド）；
　Ｐｅｌａｒｇｏｎｉｕｍ　　ｓｐｐ．（精油）；
　Ｐｉｐｅｒ　ｓａｒｍｅｎｔｏｓｕｍ（フェニルプロパノイド）；
　Ａｌｌｉｕｍ　ｓｐｐ．（抽出物）；
　Ｊｕｎｉｐｅｒｕｓ　ｐｒｏｃｅｒａ（ジテルペン）；
　Ａｃｈｉｌｌｅａ　ｃｏｎｆｅｒｔａ（フラボノイド、フラボン、セスキテルペノイド
ラクトン）；
　Ｍａｇｎｏｌｉａ　ｖｉｒｇｉｎｉａｎａ（リグナン、ネオリグナン）；
　Ｅｕｃａｌｙｐｔｕｓ　ｅｕｇｌｏｂａｌ（オイグローバル）；
　Ａｒｍｉｌｌａｒｉａ　ｍｅｌｌｅａ（アルミラル酸）；
　Ｄｒａｃｅｎａ　ｍａｎｎｉｉ（スピロスタノールサポニン）；
　Ｐｉｐｅｒ　ａｄｕｎｃｕｍ（クロメン、プレニル化安息香酸）；
　Ｒｈａｍｎａｃｅａｅ　ｓｐｐ．（シクロペプチドアルカロイド）；　
　Ｂｕｄｄｌｅｊａ　ｇｌｏｂｏｓａ（ベルーバスコシド）；
　Ｃｅｐｈａｌｏｃｅｒｅｕｓ　ｓｅｎｉｌｉｓ（フィトアレキシンオーロン）；
　Ｓａｌｖｉａ　ａｌｂｏｃａｅｒｕｌｅａ（ジテルペン）；
　Ｇｏｍｐｈｒｅｎａ　ｍａｒｔｉａｎａ及びＧｏｍｐｈｒｅｎａ　ｂｏｌｉｖｉａｎａ
（抽出物）；
　Ｐａｅｐａｌａｎｔｈｕｓ　ｓｐｐ．（ビオキサンチン）；
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　Ｈｅｌｉｃｈｒｙｓｕｍ　ｓｔｏｅｃｈａｓ及びＨｅｌｉｃｈｒｙｓｕｍ　ｃｒｉｓｐ
ｕｍ（抽出物）；
　Ａｃｈｉｌｌｅａ　ｐｔａｒｍｉｃａ（トランス－ピノカーベイルヒドロペルオキシド
）；
　Ｄｅｈａａｓｉａ　ｉｎｃｒａｓｓａｔａ（アルカロイド）；
　Ａｓｔｅｒａｃｅａｅ　ｓｐｐ．（抽出物）；
　Ａｒｃｔｏｔｉｓ　ａｕｒｉｃｕｌａｔｅ（抽出物）；
　Ｅｒｉｏｃｅｐｈａｌｕｓ　ａｆｒｉｃａｎｕｓ（抽出物）：Ｆｅｌｉｃｉａ　ｅｒｉ
ｇｅｒｏｉｄｅｓ（抽出物）；
　Ｈｅｍｅｒｏｃａｌｌｉｓ　ｆｕｌｖａ（フィトステロール、脂肪酸エステル）；
　Ｐｓｏｒａｌｅａ　ｊｕｎｃｅａ（プリカチンＢ）；
　Ｐｌｕｃｈｅａ　ｓｙｍｐｈｙｔｉｆｏｌｉａ（コーヒー酸エステル）；
　Ｔｏｖｏｍｉｔｏｐｓｉｓ　ｐｓｙｃｈｏｔｒｉｆｏｌｉａ（ビタミンＥ誘導体）、Ｃ
ｅｌｏｓｉａ　ａｒｇｅｎｔｅａ（トリテルペノイド、サポニン及びフラボノイド）；
　Ａｚａｄｉｒａｃｈｔａ　ｉｎｄｉｃａ（テトラノルトリテルペノイド、マーモオジン
、プロトリモイド、ナヘエジン）；
　Ｍｏｒａｃｅａｅ　ｓｐｐ．（クマリン）；
　Ｈｙｐｅｒｉｃｕｍ　ｅｒｅｃｔｕｍ（フロログルシノール誘導体）；
　Ｐｏｄｏｓｐｏｒａ　ａｐｐｅｎｄｉｃｕｌａｔｅ（アペノリド　Ａ、Ｂ、及びＣ、フ
ラノン）；
　Ａｒｔｅｍｉｓｉａ　ｐｒｉｎｃｅｐｓ　ｖａｒ．ｏｒｉｅｎｔａｌｉｓ、Ａｒｔｅｍ
ｉｓｉａ　ｃａｐｉｌｌａｒｉｓ、Ａｒｔｅｍｉｓｉａ　ｍｅｘｉｃａｎａ及びＡｒｔｅ
ｍｉｓｉａ　ｓｃｏｐａｒｉａ）（抽出物）；
　Ｐａｄｄｙ　ｍａｌｔ（麦汁抽出物）；
　Ｋｉｇｅｌｉａ　ｐｉｎｎａｔａ（抽出物）；
　Ａｃａｌｙｐｈａ　ｗｉｌｋｅｓｉａｎａ（抽出物）；
　海草、海草、及びレモングラス（精油）；
　Ｂｏｒｒｉｅｒｉａ　ｌａｔｉｆｏｌｉａ、Ｂｏｒｒｅｒｉａ　ｓｅｔｉｄｅｎｓ、Ｈ
ｅｄｙｏｔｉｓ　ｄｉｆｆｕｓａ、Ｈｅｄｙｏｔｉｓ　ｎｕｄｉｃａｕｌｉｓ、Ｍｏｒｉ
ｎｄａ　ｅｌｌｉｐｔｉｃａ）、Ｍｏｒｉｎｄａ　ｕｍｂｅｌｌａｔａ、Ｓｉｄａ　ｒｈ
ｏｍｂｉｆｏｌｉａ、及びＶｉｔｅｘ　ｏｖａｔａ（抽出物）；
　Ｔａｂｅｂｕｉａ　ｉｍｐｅｔｉｇｉｎｏｓａ、Ａｃｈｙｒｏｃｌｉｎｅ　ｓｐｐ．、
Ｌａｒｒｅａ　ｄｉｖａｒｉｃａｔａ、Ｒｏｓａ　ｂｏｒｂｏｎｉａｎａ、Ｐｕｎｉｃａ
　ｇｒａｎａｔｕｍ、Ｐｓｉｄｉｕｍ　ｇｕｉｎｅｅｎｓｅ、Ｌｉｔｈｒｅａ　ｔｅｒｎ
ｉｆｏｌｉａ（抽出物）；
　Ｌｅｐｅｃｈｉｎｉａ　ｃａｕｌｅｓｃｅｎｓ、Ｌｅｐｉｄｉｕｍ　ｖｉｒｇｉｎｉｃ
ｕｍ、及びＴａｎａｃｅｔｕｍ　ｐａｒｔｈｅｎｉｕｍ（抽出物）；
　Ｔａｌａｒｏｍｙｃｅｓ　ｆｌａｖｕｓ（抽出物）；
　Ｄａｕｃｕｓ　ｃａｒｏｔａ（抽出物）；
　Ｆｌａｂｅｌｌｉａ　ｐｅｔｉｏｌａｔａ、Ｃａｕｌｅｒｐａ　ｐｒｏｌｉｆｅｒａ、
Ｈａｌｉｍｅｄａ　ｔｕｎａ、Ｃｏｒａｌｌｉｎａ　ｅｌｏｎｇａｔａ、Ｌｉｔｈｏｐｈ
ｙｌｌｕｍ　ｌｉｃｈｅｎｏｉｄｅｓ、Ｐｈｙｌｌｏｐｈｏｒａ　ｃｒｉｓｐａ、Ｃｙｓ
ｔｏｓｅｉｒａ　ｓｐｐ．、Ｈａｌｏｐｔｅｒｉｓ　ｓｐｐ．、Ｃｏｄｉｕｍ　ｓｐｐ．
、Ｖａｌｏｎｉａ　ｕｔｒｉｃｕｌａｒｉｓ、Ｐｏｓｉｄｏｎｉａ　ｏｃｅａｎｉｃａ、
Ｚｏｓｔｅｒａ　ｎｏｌｔｉｌ、及びＣｙｍｏｄｏｃｅａ　ｎｏｄｏｓａ（抽出物）；
　Ｃｅｎｔａｕｒａｅａ　ｏｒｉｅｎｔａｌｉｓ、Ｄｉｏｓｐｙｒｏｓ　ｋｈａｋｉ、Ｓ
ｉｄａ　ｈｅｒｍａｐｈｒｏｄｉｔａ、Ｆｏｒｓｙｔｈｉａ　ｉｎｔｅｒｍｅｄｉａ、Ｓ
ｃｕｔｅｌｌａｒｉａ　ｐｏｌｙｄｏｎ、Ｅｕｇｅｎｉａ　ｍａｌａｃｃｅｎｓｉｓ、及
びＥｕｇｅｎｉａ　ｊａｍｂｏｌａｎａ；
　Ｆｒｉｔｉｉｌａｒｉａ　Ｌ．　ｓｐｐ．（エベイノン、ステロイド系アルカロイド）
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；
　Ｋｉｇｅｌｉａ　ｐｉｎｎａｔａ、Ｐｅｐｅｒｏｍｉａ　ｐｅｌｌｕｃｉｄａ、Ｐｏｐ
ｕｌｕｓ　ｎｉｇｒａ、Ｐｏｐｕｌｕｓ　ｂａｌｓａｍｉｆｅｒａ、及びＰｏｐｕｌｕｓ
　ｄｅｌｔｏｉｄｅｓ（抽出物）；
　Ｍｅｌａｌｅｕｃａ　ａｌｔｅｒｎｉｆｏｌｉａ（精油）；
　Ｅｌｆｖｉｎｇｉａ　ａｐｐｌａｎａｔａ（ナリンゲニン）；
　Ｆｉｃｕｓ　ｓｙｃｏｍｏｒｕｓ、　ｇｒａｐｅｆｒｕｉｔ　ｓｅｅｄ、Ｇａｒｌｉｃ
、Ａｌｌｉｃｉｎ、Ｐｅａｔ、Ｓｔｒｏｐｈａｎｔｈｕｓ　ｈｉｓｐｉｄｕｓ、Ｓｅｃａ
ｍｏｎｅ　ａｆｚｅｌｉ、Ｍｉｔｒａｃａｒｐｕｓ　ｓｃａｂｅｒｉ、Ｅｎｔａｄａ　ａ
ｂｙｓｓｉｎｊｃａ、Ｔｅｒｍｉｎａｌｉａ　ｓｐｉｎｏｓａ、Ｈａｒｒｉｓｏｎｉａ　
ａｂｙｓｓｉｎｉｃａ、Ｘｉｍｉｎｅａ　ｃａｆｆｒａ、Ａｚａｄｉｒａｃｈｔａ　ｉｎ
ｄｉｃａ、Ｓｐｉｌａｎｔｈｅｓ　ｍａｕｒｉｔｉａｎａ、Ｔｅｒｍｉｎａｌｉａ　ｓｐ
ｉｎｏｓａ（抽出物）；
　Ｃｙａｎｏｂａｃｔｅｒｉａ（アンビゴールＡ及びＢ、チパナゾール）；
　ｃｏｆｆｅｅ（抽出物）；
　Ｓｐｏｒｏｃｈｎｕｓ　ｐｅｄｕｎｃｕｌａｔｕｓ、Ｄａｌｂｅｒｇｉａ　ｍｅｌａｎ
ｏｚｙｌｏｎ、Ｃｅｌａｓｔｒｕｓ　ｓｃａｎｄｅｎｓ、Ｊｕｇｌａｎｓ　ｎｉｇｒａ、
Ｋａｌｍｉａ　ｌａｔｉｆｏｌｉａ、Ｐｅｌａｒｇｏｎｉｕｍ　ｘｈｏｒｔｏｒｕｍ、Ｒ
ｈｕｓ　ｇｌａｂｒａ、及びＬｉｎｄｅｒａ　ｂｅｎｚｏｉｎ（抽出物）；
　Ｓｔｒｉｇａ　ｄｅｎｓｉｆｌｏｒａ、Ｓｔｒｉｇａ　ｏｒｏｂａｎｃｈｉｏｉｄｅｓ
、Ｓｔｒｉｇａ　ｌｕｔｅａ、Ｐｉｓｔａｃｉａ　ｌｅｎｔｉｓｃｕｓ　Ｌ、Ｍｉｔｒａ
ｃａｒｐｕｓ　ｖｉｌｌｏｓｕｓ、Ｂｉｘａ　ｏｒｅｌｌａｎａ、Ｂｒｉｄｅｌｉａ　ｆ
ｅｒｒｕｇｉｎｅａ、Ａｌｐｉｎｉａ　ｋａｔｓｕｍａｄａｉ、Ａｌｐｉｎｉａ　ｏｆｆ
ｉｃｉｎａｒｕｍ、Ａｒｔｅｍｉｓｉａ　ｃａｐｉｌｌａｒｉｓ、Ｃａｓｉａ　ｏｂｔｕ
ｓｉｆｏｌｉａ、Ｄｅｎｄｒｏｂｉｕｍ　ｍｏｎｉｌｉｆｏｒｍｅ、Ｅｐｉｍｅｄｉｕｍ
　ｇｒａｎｄｉｆｌｏｒｕｍ、Ｇｌｙｃｙｒｒｈｉｚａ　ｇｌａｂｒａ、Ｌｉｔｈｏｓｐ
ｅｒｕｍ　ｅｒｙｔｈｒｏｒｈｉｚｏｎ、Ｍａｇｎｏｌｉａ　ｏｂｏｖａｔａ、Ｍｏｍｓ
　ｂｏｎｂｙｃｉｓ、Ｎａｔｏｐｔｅｒｙｇｉｉ　ｉｎｃｉｓｉｕｍ、Ｐｏｌｙｇｏｎｕ
ｍ　ｍｕｌｔｉｆｌｏｒｕｍ、Ｐｒｕｎｕｓ　ｍｕｍｅ、Ｒｈｅｕｍ　ｐａｌｍａｔｕｍ
、Ｒｉｃｉｎｕｓ　ｃｏｍｍｕｎｉｓ、Ｓｏｐｈｏｒａ　ｆｌａｖｅｓｃｅｎｓ、Ｓｗｅ
ｒｔｉａ　ｊａｐｏｎｉｃａ、ｂｌａｃｋ　ｐｅｐｐｅｒ、ｒｏｓｅｍａｒｙ、ｒｅｄ　
ｐｅｐｐｅｒ、Ｉｓｏｐｙｒｕｍ　ｔｈａｌｉｃｔｒｏｉｄｅｓ、Ｃａｌｏｔｒｏｐｉｓ
　ｐｒｏｃｅｒａ、Ｃｈｒｙｓａｎｔｈｅｍｕｍ　ｓｐｐ．、Ｈｏｌａｒｒｈｅｎａ　ａ
ｎｔｉｄｙｓｅｎｔｅｒｉｃａ、Ｌｕｎｕｌａｒｉａ　ｃｒｕｓｉａｔａ、Ｄｕｍｅｒｔ
ｉｅｒａ　ｈｉｒｓｕｔａ、Ｅｘｏｒｍｏｔｈｅｃａ　ｔｕｂｅｒｉｆｅｒａ、及びｌｉ
ｖｅｒｗｏｒｔ（抽出物）；
　Ｆｉｌｉｐｅｎｄｕｌａ　ｕｌｍａｒｉａ、Ｓａｌｉｘ　ｇｌａｕｃａ、Ｕｓｎｅａ　
ｆｉｌｉｐｅｎｄｕｌａ、Ｃｌｋａｄｉｎａ　ａｒｂｕｓｃｕｌａ（サリチル酸化合物）
；
　Ｔａｎａｃｅｔｕｍ　ｐａｒｔｈｅｎｉｕｍ、Ｔｈｙｍｕｓ　ｃａｐｉｔａｔｕｓ、及
びＥｌｆｉｎｇｉａ　ａｐｐｌａｎａｔａ（抽出物）；
　Ｆｒａｘｉｎｕｓ　ｏｒｎｕｓ（ヒドロキシクマリン、エスクリン、エスクレチン、フ
ラキシン、及びフラクセチン）；
　Ｚｉｚｙｐｈｕｓ　ｎｕｍｍｕｌａｒｉａ、ＬＯＮＧＯ　ＶＩＴＡＬ、Ｐｅｌａｒｇｏ
ｎｉｕｍ　ｓｐｐ．、Ｓｃａｅｖｏｌａ　ｓｅｒｉｃｅａ、Ｐｓｙｃｈｏｔｒｉａ　ｈａ
ｗａｉｉｅｎｓｉｓ、Ｐｉｐｔｕｒｕｓ　ａｌｂｉｄｉｓ、Ａｌｅｕｒｉｔｅｓ　ｍｏｌ
ｕｃｃａｎａ、Ｓｏｌａｎｕｍ　ｎｉｇｅｒ、Ｐｉｐｅｒ　ｍｅｔｈｙｓｔｉｃｕｍ、Ｂ
ａｒｒｉｎｇｔｏｎｉａ　ａｓｉａｔｉｃａ、Ａｄａｎｓｏｎｉａ　ｄｉｇｉｔａｔａ、
Ｈａｒｕｎｇａｎａ　ｍａｄａｇａｓｃａｒｉｅｎｓｉｓ、Ｊａｃａｒａｎｄａ　ｍｉｍ
ｏｓａｅｆｏｌｉａ、Ｅｒｙｔｈｒｏｘｙｌｕｍ　ｃａｔａｕｂａ、Ｂｉｄｅｎｓ　ｐｉ
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ｌｏｓａ、Ｌｅｍｎａ　ｍｉｎｏｒ、Ｐｏｔａｍｏｇｅｔｏｎ　ｓｐｐ．、Ｎａｓｔｕｒ
ｔｉｕｍ　ｏｆｆｉｃｉｎａｌｅ、Ａｐｉｕｍ　ｎｏｄｉｆｌｏｒｕｍ、Ａｇａｒｉｃｕ
ｓ　ｓｕｂｒｕｔｉｌｅｓｃｅｎｓ、Ａｍａｎｉｔａ　ｖｉｒｏｓａ、Ａｍａｎｉｔａ　
ｐａｎｔｈｅｒｉｎａ、Ｌｙｃｏｐｅｒｄｏｎ　ｐｅｒｌａｔｕｍ、Ｐｓｉｄｉｕｍ　ｇ
ｕａｊａｖａ、Ａｖｅｒｒｈｏａ　ｃａｒａｍｂｏｌａ、ｍｕｓａ　ｓａｐｉｅｎｔｕｍ
、Ｃａｒｉｃａ　ｐａｐａｙａ、Ｐａｓｓｉｆｌｏｒａ　ｅｄｕｌｉｓ、Ｌａｎｓｉｕｍ
　ｄｏｍｅｓｔｉｃｕｍ、及び　Ｂａｃｃａｕｒｅａ　ｍｏｔｌｅｙａｎａ（抽出物）；
　ｈｏｒｓｅ　ｒａｄｉｓｈ、ｃｅｌａｎｄｉｎｅ　ｇｒａｓｓ、ｂｕｒ　ｍａｒｉｇｏ
ｌｄ、及びｙａｒｒｏｗ　ｇｒａｓｓ（抽出物）；
　Ａｂｕｔａ　ｇｒａｎｄｉｆｏｌａ、Ｃｙｐｅｒｕｓ　ａｒｔｉｃｕｌａｔｕｓ、Ｇｎ
ａｐｈａｌｉｕｍ　ｓｐｉｃａｔｕｍ、Ｐｏｔｈｏｍｏｒｐｈｅ　ｐｅｌｔａｔａ、Ｆｉ
ｃｕｓ　ｓｙｃｏｍｏｒｕｓ、Ｆｉｃｕｓ　Ｂｅｎｊａｍｉｎａ、Ｆｉｃｕｓ　ｂｅｎｇ
ａｌｅｎｓｉｓ、Ｆｉｃｕｓ　ｒｅｌｉｇｉｏｓａ、Ａｌｃｈｏｒｎｅａ　ｃｏｒｄｉｆ
ｏｌｉａ、Ｂｒｉｄｅｌｉａ　ｆｅｒｕｇｉｎｅａ、Ｅｕｃａｌｙｐｔｕｓ　ｃｉｔｒｉ
ｏｄｏｒａ、Ｈｙｍｅｎｏｃａｒｄｉａ　ａｃｉｄａ、Ｍａｐｒｏｕｎｅａ　ａｆｒｉｃ
ａｎａ、Ｍｏｎａｃｈｏｒａ　ａｒｂｕｓｃｕｌａ、Ｔｅｄａｎｉａ　ｉｇｎｉｓ、Ａｒ
ｅｎｏｓｃｌｅｒａ　ｓｐｐ．、Ａｍｐｈｉｍｅｄｏｎ　ｖｉｒｉｄｉｓ、Ｐｏｌｙｍａ
ｓｔｉａ　ｊａｎｅｉｒｅｎｓｉｓ、Ａｐｌｙｓｉｎａ　ｆｕｌｖａ、Ｐｓｅｕｄａｘｉ
ｎｅｌｌａ　ｌｕｎａｅｃｈａｒｔａ、Ｎｅｌｕｍｂｉｕｍ　ｓｐｅｃｉｏｓｕｍ、及び
Ｍｙｃａｌｅ　ａｒｅｎｏｓａ（抽出物）；
　ｃｌｏｖｅｓ（酢酸オイゲノール及びイソ－オイゲノール）；
　Ｃｈｒｙｓｔｈａｎｅｍｕｍ　ｂｏｒｅａｌｅ（セスキテルペノイドラクトン）；
　Ｅｕｃａｌｙｐｔｕｓ　ｇｌｏｂｏｌｕｓ、Ｐｕｎｉｃａ　ｇｒａｎａｔｕｍ、Ｂｏｃ
ｃｏｎｉａ　ａｒｂｏｒｅａ、Ｓｙｚｙｇｉｕｍ　ｂｒａｚｚａｖｉｌｌｅｎｓｅ、Ｓｙ
ｚｙｇｉｕｍ　ｇｕｉｎｅｅｎｓｅ、Ｃａｒｔｈａｍｕｓ　ｔｉｎｃｔｏｒｉｕｓ、　Ｇ
ｉｎｋｇｏ　ｂｉｌｏｂａ、Ｍｏｓｌａ　ｃｈｉｎｅｎｓｉｓ、Ｓａｌｖｉａ　ｏｆｆｉ
ｃｉｎａｌｉｓ、及びＣｉｎｎａｍｏｍｕｍ　ｃａｓｓｉａ（抽出物）；
　Ｃｒｙｐｔｏｌｅｐｉｓ　ｓａｎｇｕｉｎｏｌｅｎｔａ（アルカロイド、クリプトレピ
ン）；
　Ｃｈｅｌｉｄｏｎｉｕｍ　ｍａｊｕｓ（アルカロイド、ベルベリン、コプシシン）；
　Ｖｉｔｅｘ　ａｇｎｕｓ－ｃａｓｔｕｓ（抽出物）；
　Ｃｌａｄｏｎｉａ　ｓｕｂｓｔｅｌｌａｔａ（ウスニン酸）；
　Ｆｕｌｉｇｏ　ｓｅｐｔｉｃａ、Ｔｕｂｉｆｅｒａ　ｍｉｃｒｏｓｐｅｒｍａ（抽出物
）；
　Ｍｕｎｄｕｌｅａ　ｍｏｎａｎｔｈａ、Ｔｅｐｈｒｏｓｉａ　ｌｉｎｅａｒｉｓ（フラ
ボノイド）；
　Ｌｐｏｍｏｅａ　ｆｉｓｔｕｌｏｓａ（抽出物）；
　Ｐｉｍｅｎｔａ　ｄｉｏｉｃａ（精油）；
　Ｒａｔｉｂｉｄａ　ｌａｔｉｐａｌｅａｒｉｓ、Ｔｅｌｏｘｙｓ　ｇｒａｖｅｏｌｅｎ
ｓ、Ｄｏｄｏｎａｅａ　ｖｉｓｃｏｓａ、Ｈｙｐｅｒｉｃｕｍ　ｃａｌｙｃｉｎｕｍ、Ｈ
ｙｐｔｉｓ　ａｌｂｉｄａ、Ｈｙｐｔｉｓ　ｐｅｃｔｉｎａｔａ、Ｈｙｐｔｉｓ　ｓｕａ
ｖｅｏｌｅｎｓ、及びＨｙｐｔｉｓ　ｖｅｒｔｉｃｉｌｌａｔａ（抽出物）；
　Ａｓｔｅｒｉｓｃｕｓ　ｇｒａｖｅｏｌｏｎｅｓ（ビサボロンヒドロペルオキシド）；
　Ｄｅｒｒｉｓ　ｓｃａｎｄｅｎｓ、Ａｌｎｕｓ　ｒｕｂｒａ、Ａｒａｌｉａｃｅａｅ　
ｆａｍｉｌｙ（抽出物）；
　Ｖｉｎｃａ　ｒｏｓｅａ、Ａｕｓｔｒａｌｉａｎ　ｔｅａ　ｔｒｅｅ　ｏｉｌ、ｐｅｐ
ｐｅｒｍｉｎｔ　ｏｉｌ、ｓａｇｅ　ｏｉｌ、ｔｈｙｍｅ　ｏｉｌ、ｔｈｙｍｏｌ、ｇｒ
ａｐｅｆｒｕｉｔ　ｏｉｌ、ｌｅｍｏｎ　ｏｉｌ、ｌｉｍｅ　ｏｉｌ、ｏｒａｎｇｅ　ｏ
ｉｌ、ｔａｎｇｅｒｉｎｅ　ｏｉｌ、ｃｅｄａｒｗｏｏｄ　ｏｉｌ、ｐｉｎｅ　ｏｉｌ、
及びｄ－ｌｉｍｏｎｅｎｅ、ｅｕｇｅｎｏｌ及びＴｈｕｊａ　ｏｒｉｅｎｔａｌｉｓ（抽
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出物）；
　Ａｎａｃａｒｄｉｕｍ　ｏｃｃｉｄｅｎｔａｌｅ（フェノール脂質）；
　Ｏｉｄｉｏｄｅｎｄｒｏｎ　ｔｅｎｕｉｓｓｉｍｕｍ（抽出物）；
　Ａｃａｃｉａ　ｎｉｌｏｔｉｃａ及びＡｃａｃｉａ　ｆａｒｎｅｓｉａｎａ（ポリフェ
ノール、タンニン）；
　Ｔｅｍｉｎａｌｉａ　ａｌａｔａ及びＭａｌｌｏｔｕｓ　ｐｈｉｌｌｉｐｉｎｅｎｓｉ
ｓ（抽出物）；
　Ｐｉｅｃｔｒａｎｔｈｕｓ　ｇｒａｎｄｉｄｅｎｔａｔｕｓ（アビエタンジテルペノイ
ド）；
　Ｐｕｍｉｃａ　ｇｒａｎａｔｕｍ及びＤａｔｕｒａ　ｍｅｔｅｌ（抽出物）；
　ｔｅａ、Ａｇａｖｅ　ｌｅｃｈｅｇｕｉｌｌａ、　Ｃｈａｍａｅｓｙｃｅ　ｈｉｒｔａ
、Ｂａｃｃｈａｒｉｓ　ｇｌｕｔｉｎｏｓａ、及びＬａｒｒｅａ　ｔｒｉｄｅｎｔａｔａ
（抽出物）；
　Ｃａｍｅｌｉａ　ｓｉｎｅｎｓｉｓ及びＥｕｐｈｏｒｂｉａ　ｈｉｒｔａ（テアフラビ
ン、ポリフェノン６０）；
　Ｔａｂｅｒｎａｅｍｏｎｔａｎａ　ｐａｎｄａｃａｑｕｉ、Ｙｕｃｃａ　ｓｈｉｄｉｇ
ｅｒａ、Ｈｅｍｉｓｔｅｐａ　ｌｙｒａｔａ、Ｙｏｕｇｉａ　ｊａｐｏｎｉｃａ、Ｐｒｕ
ｎｅｌｌａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ、Ｌａｍｉｕｍ　ａｍｐｌｅｘｉｃａｕｌｅ、Ｊｕｎｉｐ
ｅｒｕｓ　ｃｈｉｎｅｎｓｉｓ、Ｉｘｅｒｉｓ　ｄｅｎｔａｔａ、Ｇｎａｐｈａｌｉｕｍ
　ａｆｆｉｎｅ、Ｃｈｅｌｉｄｏｎｉｕｍ　ｍａｊｕｓ、Ｓｐｉｒｅａ　ｐｒｕｎｉｆｏ
ｌｉａ、Ｅｒｙｔｈｒｏｎｉｕｍ　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ、Ｔａｘｕｓ　ｗａｌｌｉｃｈｉ
ａｎａ、Ｇａｎｏｄｅｒｍａ　ｌｕｃｉｄｕｍ　Ｄｒａｖａ　ｎｅｍｏｒｏｓａ、Ｙｏｕ
ｎｇｉａ　ｃａｐｉｌｌａｒｉｓ、Ｅｑｕｉｓｅｔｕｍ　ａｒｖｅｎｓｅ、Ａｕｓｔｒａ
ｌｉａｍ　Ｌａｖｅｎｄｅｒ、Ｂｌａｃｋ　Ｓｅｅｄ、Ｃａｔｕａｂａ　ｃａｓｃａ、Ｃ
ｉｎｅｏｌｅ、Ｄａｍｉａｎａ、Ｄｉｃｒａｎｕｍ　ｓｃｏｐａｒｉｕｍ、Ｅｕｃａｌｐ
ｔｕｓ　ｏｉｌ、Ｇｉｎｇｅｒ、及びＧｒａｐｅ　ｓｅｅｄ（抽出物）；
　ニーム種、樹皮、及び葉抽出物；
　ニーム油；
　ニュージーランドマヌカ抽出物；
　ニコチアナタバクム抽出物；
　オリーブ葉抽出物；
　α－ピネン及びβ－ピネン抽出物；
　ルーバブ根抽出物；
　Ｓｙｒｉｎｇａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ抽出物。
【００３７】
　これらの発明のプロセスを実証する目的で、殺生物活性を有し、水性ＳＱＡＣと透明マ
イクロエマルションを形成する好ましい精油は、ティーツリー、ペパーミント、タイム、
グレープフルーツ、レモン、ライム、オレンジ、タンジェリン、シダーウッド、パイン、
及びオレンジ皮抽出ｄ－リモネンの精油である。
【００３８】
　本発明の方法は、ＳＱＡＣ、植物化学抽出物又は精油、及び蒸留水又は脱イオン水を使
用して、新規で透明で粘度が安定した水中油型マイクロエマルジョンを生成する。本発明
の組成物は、水中で安定であると考えられる。マイクロエマルジョン技術は、長年にわた
って存在してきた。実際、フロアポリッシュ及びクリーナ、パーソナルケア製品、殺虫剤
発射装置、切削油及びドラッグ発射装置を含む多くの市販のマイクロエマルジョン製品が
市場で見られる。マイクロエマルションは、ミセル粒子の大きさが小さすぎて可視光を散
乱させることができないので、透明である。マイクロエマルションのＩＵＰＡＣの定義は
、約１～１００ｎｍ、通常は１０～５０ｎｍの範囲で変化する、分散ドメインの直径を有
する等方的且つ熱力学的に安定な系である、水、油、及び界面活性剤の分散液である。水
相は、塩又は極性溶媒などの他の成分を含んでもよく、油は、有機化合物の複合混合物で
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あってもよい。高剪断条件を形成するのを通常必要とする普通の白色マクロエマルション
とは対照的に、高エネルギー均質化を必要とせずに、成分の単純混合の際にマイクロエマ
ルションが形成する。また、本発明のマイクロエマルジョンは相分離に対して安定である
。
【００３９】
　ＳＱＡＣは、硬化する場合、耐久性のある抗菌性フィルムを生成する有効成分である。
ＳＱＡＣはまた、単独で使用する場合、適切な界面活性剤として二重の役割をも果たす。
予期しないことに、ＳＱＡＣは、植物化学物質の精油及び抽出物とマイクロエマルジョン
を形成することができる。このようなマイクロエマルジョンは、低速混合容器内で見られ
るもの等の標準的な混合要件のみを必要とし、様々な種類の高速又は高圧ホモジナイザー
等の高剪断装置は必要としない。これらのマイクロエマルションは、低速磁気攪拌棒混合
のせん断のみを用いて実験室規模で開発されている。
【００４０】
　本発明によれば、これらのマイクロエマルジョンを調製する場合、添加順序が非常に重
要であることも分かった。ＳＱＡＣは、最初に、反応溶媒中の濃縮溶液として混合容器に
添加され、続いて精油又は抽出物を添加して、濃縮ＳＱＡＣに溶解して、低粘度の容易に
混合可能な透明溶液を形成する。精油又は抽出物の添加は、より多くの反応溶媒を添加し
た場合に予想されことと同様に、ＳＱＡＣの部分的な不溶性が生じる温度を低下させる。
ＳＱＡＣと精油又は抽出物との混合物は、数ヶ月間室温で保存されており、追加の水が混
入した場合に沈殿、活性の消失、色の変化、又はマイクロエマルジョンを形成する能力の
兆候を示さない。
【００４１】
　透明で粘度が安定したエマルジョンを作製するためのプロセスを達成するために、蒸留
水又は脱イオン水を適度な撹拌下でＳＱＡＣ／精油又は抽出溶液に添加する。本出願人は
、使用されるＳＱＡＣ及び精油又は抽出物の種類に応じて、室温より上に加熱された水が
透明マイクロエマルジョンをより迅速に生成することも発見した。しかし、プロセス水温
の選択は、安全性の考慮に基づいて処理されるＳＱＡＣ／精油／極性溶媒混合物の沸点に
部分的に依存する。
【００４２】
　水の添加速度もまた、使用される成分に依存することが出願人によって分かっている。
ある系では、水の添加速度はできるだけ早く１分未満であるが、他の系では、容器内での
透明マイクロエマルション混合を維持する水添加速度が必要である。マイクロエマルジョ
ン系は、水の添加プロセスを通してこの透明な外観を維持する。これは、これらの発明の
プロセスを実施するための１つの実施形態である。混合容器内容物の混濁が生じた場合、
マイクロエマルションが完全に形成されず最終分散液の透明性が低下する可能性が高い。
完全に希釈したマイクロエマルジョンを後加熱し、次いで撹拌を停止し、マイクロエマル
ションを室温までゆっくりと冷却させることにより、曇ったマイクロエマルションを修復
して、透明マイクロエマルションを形成し得る。
【００４３】
　ほとんどの熟成安定性の研究が、経済的に出荷可能なＳＱＡＣ濃度で行われたが、水で
更に希釈すると透明で安定したマイクロエマルジョンが幅広い用途の強度ＳＱＡＣ濃度で
生成された。沈殿に対する安定性は、この希釈範囲全体を通して優れたままであった。
【実施例】
【００４４】
　本発明は、以下の実施例の説明の後に最もよく理解することができる。
【００４５】
　実施例１：８オンス（２４８．８２８ｇ）ガラス瓶に、バイオシールド（Ｂｉｏｓｈｉ
ｅｌｄ）７２００（７２％活性ＳＱＡＣ）１６．６７ｇ、次いでティーツリー精油３．６
０ｇを秤量し、２つの成分が透明且つ均一になるまで（～１分）、磁気攪拌プレート上で
攪拌した。適度に撹拌し続けながら、温度３５℃～４５℃の蒸留水１７９．７３ｇを迅速
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に瓶に注入した。透明濃縮物が水に徐々に溶解し、６．０％活性バイオシールド連続相中
にティーツリー油の透明マイクロエマルジョンを形成するように攪拌を続けた。新たに調
製したマイクロエマルションのブルックフィールド粘度を測定し、２５℃で１０ｃＰｓで
あり、ｐＨを測定し、３．７であったが、これらは調整なしであった。この瓶を密閉し、
２５℃の静的オーブンに入れ、Ｈａｃｈレシオ濁度計で測定した粘性増加（線状縮合重合
）と不溶性沈殿（３次元架橋）の進展の両方について毎週分析した。２５℃で３ヶ月熟成
させた後、この試料を測定し、４０ｃＰｓ及び５Ｎｅｐｈｅｌｏｓ　Ｔｕｒｂｉｄｉｔｙ
　Ｕｎｉｔｓ（ＮＴＵ）であった。
【００４６】
　実施例２：８オンス（２４８．８２８ｇ）ガラス瓶に、バイオシールド（Ｂｉｏｓｈｉ
ｅｌｄ）７２００（７２％活性ＳＱＡＣ）１６．６７ｇ、次いでペパーミント精油２．２
２ｇを秤量し、２つの成分が透明且つ均一になるまで（～１分）、磁気攪拌プレート上で
攪拌した。適度に撹拌し続けながら、温度３５℃～４５℃の蒸留水１８１．１１ｇを迅速
に瓶に注入した。透明濃縮物が水に徐々に溶解し、６．０％活性バイオシールド連続相中
にペパーミント油の透明マイクロエマルジョンを形成するように撹拌を続けた。新たに調
製したマイクロエマルションのブルックフィールド粘度を測定し、２５℃で１０ｃＰｓで
あり、ｐＨを測定し、３．７であったが、これらは調整なしであった。この瓶を密閉し、
２５℃の静的オーブンに入れ、Ｈａｃｈレシオ濁度計で測定した粘性増加（線状縮合重合
）と不溶性沈殿（３次元架橋）の進展の両方について毎週分析した。２５℃で８ヶ月熟成
させた後、この試料を測定し、２０ｃＰｓ及び３３ＮＴＵであった。
【００４７】
　実施例３：８オンス（２４８．８２８ｇ）ガラス瓶に、バイオシールド（Ｂｉｏｓｈｉ
ｅｌｄ）７２００（７２％活性ＳＱＡＣ）１６．６７ｇ、続いてタイム精油（Ｔ．ｖｕｌ
ｇａｒｉｓ）２．１８ｇを秤量し、２つの成分が透明且つ均一になるまで（～１分）、磁
気攪拌プレート上で攪拌した。適度に撹拌し続けながら、温度３５℃～４５℃の蒸留水１
８１．１５ｇを迅速に瓶に注入した。透明濃縮物が水に徐々に溶解し、６．０％活性バイ
オシールド連続相中にタイム油の透明マイクロエマルジョンを形成するように撹拌を続け
た。新たに調製したマイクロエマルションのブルックフィールド粘度を測定し、２５℃で
１０ｃＰｓであり、ｐＨを測定し、３．７であったが、これらは調整なしであった。この
瓶を密閉し、２５℃の静的オーブンに入れ、Ｈａｃｈレシオ濁度計で測定した粘性増加（
線状縮合重合）と不溶性沈殿（３次元架橋）の進展の両方について毎週分析した。２５℃
で６ヶ月熟成させた後、この試料を測定し、２４ｃＰｓ及び３０ＮＴＵであった。
【００４８】
　実施例４：８オンス（２４８．８２８ｇ）ガラス瓶に、バイオシールド（Ｂｉｏｓｈｉ
ｅｌｄ）７２００（７２％活性ＳＱＡＣ）１６．６７ｇ、続いてグレープフルーツ精油３
．６０ｇを秤量し、２つの成分が透明且つ均一になるまで（～１分）、磁気攪拌プレート
上で攪拌した。適度に撹拌し続けながら、温度３５℃～４５℃の蒸留水１７９．７３ｇを
迅速に瓶に注入した。透明濃縮物が水に徐々に溶解し、６．０％活性バイオシールド連続
相中にグレープフルーツ油の透明マイクロエマルションを形成するように撹拌を続けた。
新たに調製したマイクロエマルションのブルックフィールド粘度を測定し、２５℃で１０
ｃＰｓであり、ｐＨを測定し、３．７であったが、これらは調整なしであった。この瓶を
密閉し、２５℃の静的オーブンに入れ、Ｈａｃｈレシオ濁度計で測定した粘性増加（線状
縮合重合）と不溶性沈殿（３次元架橋）の進展の両方について毎週分析した。２５℃で３
ヶ月熟成させた後、この試料を測定し、１２ｃＰｓ及び１０ＮＴＵであった。
【００４９】
　実施例５：８オンス（２４８．８２８ｇ）ガラス瓶に、バイオシールド（Ｂｉｏｓｈｉ
ｅｌｄ）７２００（７２％活性ＳＱＡＣ）１６．６７ｇ、続いてオレンジ精油３．６０ｇ
を秤量し、２つの成分が透明且つ均一（～１分）になるまで磁気攪拌プレート上で攪拌し
た。適度に撹拌し続けながら、温度３５℃～４５℃の蒸留水１７９．７３ｇを迅速に瓶に
注入した。透明濃縮物が水に徐々に溶解し、６．０％活性バイオシールド連続相中にオレ
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ンジ油の透明マイクロエマルジョンを形成するように撹拌を続けた。新たに調製したマイ
クロエマルションのブルックフィールド粘度を測定し、２５℃で１０ｃＰｓであり、ｐＨ
を測定し、３．７であったが、これらは調整なしであった。この瓶を密閉し、２５℃の静
的オーブンに入れ、Ｈａｃｈレシオ濁度計で測定した粘性増加（線状縮合重合）と不溶性
沈殿（３次元架橋）の進展の両方について毎週分析した。２５℃で３ヶ月熟成させた後、
この試料を測定し、２２ｃＰｓ及び５ＮＴＵであった。
【００５０】
　実施例６：８オンス（２４８．８２８ｇ）ガラス瓶に、バイオシールド（Ｂｉｏｓｈｉ
ｅｌｄ）７２００（７２％活性ＳＱＡＣ）１６．６７ｇ、続いて３．６０ｇのライム精油
を秤量し、２つの成分が透明且つ均一（～１分）になるまで、磁気攪拌プレート上で攪拌
した。適度に撹拌し続けながら、温度３５℃～４５℃の蒸留水１７９．７３ｇを迅速に瓶
に注入した。透明濃縮物が水に徐々に溶解して、６．０％活性バイオシールド連続相中に
ライム油の透明マイクロエマルジョンを形成するように撹拌を続けた。新たに調製したマ
イクロエマルションのブルックフィールド粘度を測定し、２５℃で１０ｃＰｓであり、ｐ
Ｈを測定し、３．７であったが、これらは調整なしであった。この瓶を密閉し、２５℃の
静的オーブンに入れ、Ｈａｃｈレシオ濁度計で測定した粘性増加（線状縮合重合）と不溶
性沈殿（３次元架橋）の進展の両方について毎週分析した。２５℃で３ヶ月熟成させた後
、この試料を測定し、３２ｃＰｓ及び１２ＮＴＵであった。
【００５１】
　実施例７：８オンス（２４８．８２８ｇ）ガラス瓶に、バイオシールド（Ｂｉｏｓｈｉ
ｅｌｄ）７２００（７２％活性ＳＱＡＣ）１６．６７ｇ、続いてタンジェリン精油３．６
０ｇを秤量し、２つの成分が透明且つ均一になるまで（～１分）、磁気攪拌プレート上で
攪拌した。適度に撹拌し続けながら、温度３５℃～４５℃の蒸留水１７９．７３ｇを迅速
に瓶に注入した。透明濃縮物が水に徐々に溶解し、６．０％活性バイオシールド連続相中
にタンジェリン油の透明マイクロエマルジョンを形成するように撹拌を続けた。新たに調
製したマイクロエマルションのブルックフィールド粘度を測定し、２５℃で１０ｃＰｓで
あり、ｐＨを測定し、３．７であったが、これらは調整なしであった。この瓶を密閉し、
２５℃の静的オーブンに入れ、Ｈａｃｈレシオ濁度計で測定した粘性増加（線状縮合重合
）と不溶性沈殿（３次元架橋）の進展の両方について毎週分析した。２５℃で３ヶ月熟成
させた後、この試料を測定し、１６ｃＰｓ及び５Ｎｅｐｈｅｌｏｓ　Ｔｕｒｂｉｄｉｔｙ
　Ｕｎｉｔｓ（ＮＴＵ）であった。
【００５２】
　実施例８：８オンス（２４８．８２８ｇ）ガラス瓶に、バイオシールド（Ｂｉｏｓｈｉ
ｅｌｄ）７２００（７２％活性ＳＱＡＣ）１６．６７ｇ、続いてレモン精油３．６０ｇを
秤量し、２つの成分が透明且つ均一になるまで（～１分）、磁気攪拌プレート上で攪拌し
た。適度に撹拌し続けながら、温度３５℃～４５℃の蒸留水１７９．７３ｇを迅速に瓶に
注入した。透明濃縮物が水に徐々に溶解し、６．０％活性バイオシールド連続相中にレモ
ン油の透明マイクロエマルジョンを形成するように撹拌を続けた。新たに調製したマイク
ロエマルションのブルックフィールド粘度を測定し、２５℃で１０ｃＰｓであり、ｐＨを
測定し、３．７であったが、これらは調整なしであった。この瓶を密閉し、２５℃の静的
オーブンに入れ、Ｈａｃｈレシオ濁度計で測定した粘性増加（線状縮合重合）と不溶性沈
殿（３次元架橋）の進展の両方について毎週分析した。２５℃で３ヶ月熟成させた後、こ
の試料を測定し、１６ｃＰｓ及び５Ｎｅｐｈｅｌｏｓ　Ｔｕｒｂｉｄｉｔｙ　Ｕｎｉｔｓ
（ＮＴＵ）であった。
【００５３】
　実施例９：８オンス（２４８．８２８ｇ）ガラス瓶に、バイオシールド（Ｂｉｏｓｈｉ
ｅｌｄ）７２００（７２％活性ＳＱＡＣ）１６．６７ｇ、続いてパイン精油３．６０ｇを
秤量し、２つの成分が透明且つ均一になるまで（～１分）、磁気撹拌プレート上で攪拌し
た。適度に撹拌し続けながら、温度３５℃～４５℃の蒸留水１７９．７３ｇを迅速に瓶に
注入した。透明濃縮物が水に徐々に溶解し、６．０％活性バイオシールド連続相中にパイ
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ン油の透明マイクロエマルジョンを形成するように撹拌を続けた。新たに調製したマイク
ロエマルションのブルックフィールド粘度を測定し、２５℃で１０ｃＰｓであり、ｐＨを
測定し、３．７であったが、これらは調整なしであった。この瓶を密閉し、２５℃の静的
オーブンに入れ、Ｈａｃｈレシオ濁度計で測定した粘性増加（線状縮合重合）と不溶性沈
殿（３次元架橋）の進展の両方について毎週分析した。２５℃で３ヶ月熟成させた後、こ
のサンプルを測定して１８ｃＰｓ及び９ＮＴＵであった。
【００５４】
　実施例１０：８オンス（２４８．８２８ｇ）ガラス瓶に、バイオシールド（Ｂｉｏｓｈ
ｉｅｌｄ）７２００（７２％活性ＳＱＡＣ）１６．６７ｇ、続いてシダーウッド精油３．
６０ｇを秤量し、２つの成分が透明且つ均一になるまで（～１分）磁気攪拌プレート上で
攪拌した。適度に撹拌し続けながら、温度３５℃～４５℃の蒸留水１７９．７３ｇを迅速
に瓶に注入した。透明濃縮物が水に徐々に溶解し、６．０％活性バイオシールド連続相中
にシダーウッド油の透明マイクロエマルジョンを形成するように撹拌を続けた。新たに調
製したマイクロエマルションのブルックフィールド粘度を測定し、２５℃で１０ｃＰｓで
あり、ｐＨを測定し、３．７であったが、これらは調整なしであった。この瓶を密閉し、
２５℃の静的オーブンに入れ、Ｈａｃｈレシオ濁度計で測定した粘性増加（線状縮合重合
）と不溶性沈殿（３次元架橋）の進展の両方について毎週分析した。２５℃で３ヶ月熟成
させた後、このサンプルを測定して４ｃＰｓ及び５ＮＴＵであった。
【００５５】
　実施例１１：８オンス（２４８．８２８ｇ）ガラス瓶に、バイオシールド（Ｂｉｏｓｈ
ｉｅｌｄ）７２００（７２％活性ＳＱＡＣ）６．６７ｇ、続いてｄ－リモネン（オレンジ
皮抽出物）３．６０ｇを計量し、２つの成分が透明且つ均一になるまで（約１分）、磁気
攪拌プレート上で攪拌した。適度に撹拌し続けながら、温度３５℃～４５℃の蒸留水１７
９．７３ｇを迅速に瓶に注入した。透明濃縮物が水に徐々に溶解し、６．０％活性バイオ
シールド連続相中にｄ－リモネン油の透明マイクロエマルジョンを形成するように撹拌を
続けた。新たに調製したマイクロエマルションのブルックフィールド粘度を測定し、２５
℃で１０ｃＰｓであり、ｐＨを測定し、３．７であったが、これらは調整なしであった。
この瓶を密閉し、２５℃の静的オーブンに入れ、Ｈａｃｈレシオ濁度計で測定した粘性増
加（線状縮合重合）と不溶性沈殿（３次元架橋）の進展の両方について毎週分析した。２
５℃で３ヶ月熟成させた後、この試料を測定し、１８ｃＰｓ及び８ＮＴＵであった。安定
化６％溶液の０．７５％活性ＳＱＡＣへの更なる希釈物を２５℃での３ヶ月の熟成後に測
定して＜１ＮＴＵであった。
【００５６】
　比較例１２：８オンス（２４８．８２８ｇ）ガラス瓶に、バイオシールド（Ｂｉｏｓｈ
ｉｅｌｄ）７２００（７２％活性ＳＱＡＣ）１６．６７ｇ、続いてＮＯ精油又は抽出物を
秤量した。適度に攪拌しながら、温度３５℃～４５℃の蒸留水１８３．３３ｇを急速に瓶
に注入した。透明濃縮物が水に徐々に溶解し、６．０％活性バイオシールドの透明溶液を
形成するように撹拌を続けた。新たに調製した溶液のブルックフィールド粘度を測定し、
２５℃で１０ｃＰｓであり、ｐＨを測定し、３．６であり、これらは調整なしであった。
この瓶を密封し、２５℃の静的オーブンに入れ、Ｈａｃｈレシオ濁度計で測定した粘度上
昇（線状縮合重合）と不溶性沈殿（３次元架橋）の進展の両方について毎日分析した。２
５℃で１３日熟成させた後、このサンプルを測定し、６３０ｃＰｓ及び１００ＮＴＵであ
り、これらのパラメーターについて設定された貯蔵安定性の限界値を超えた。
【００５７】
　実施例の結果の概要を表１に示す。
【００５８】
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【表１】

 
【００５９】
　図１は、揮発性植物の濃度及びシラノール第四級アンモニウム化合物の濃度の関数とし
ての微生物組成物の全体的な望ましい状況をグラフで表す。これは、濁度、粘度、及び安
定性を含む、組成物の望ましい状況に対するＳＱＡＣ及び精油の濃度の相互作用を示す表
面応答曲線の形態で示される。より具体的には、組成物は、「優れている」と予想される
場合には５と評価された。組成物は、「良好」であると予想される場合には４と評価され
た。組成物は、「許容される」と予想される場合には３と評価された。組成が「不良」で
あると予想される場合には２と評価された。組成物が「許容できない」と予想される場合
には１と評価された。理解されるように、５で示されるように、最も望ましい組成物を達
成するための「スイートスポット」が存在する。実際、非常に低濃度の抗菌性ＳＱＡＣも
有益である。
【００６０】
　この表面応答曲線は、表２の予測データに示されている。
【００６１】
【表２】

 
【００６２】
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　図２に示すように、植物を有する熟成組成物は、植物を有さない熟成組成物よりも実質
的に低い濁度を示す。このグラフに対応するデータを表１に示す。陰性対照（「なし」）
は１３日のみ熟成したが、試験サンプルは３～８ヶ月熟成したことに留意することが重要
である。
【００６３】
　図３に示すように、植物を有する熟成組成物は、植物を有さない熟成組成物よりも実質
的に低い粘度を示す。このグラフに対応するデータを表１に示す。陰性対照（「なし」）
は１３日のみ熟成したが、試験サンプルは１～８ヶ月熟成したことに留意することが重要
である。
【００６４】
　図６は、ｐＨ３．７及び４．２における同じ濃度のペパーミント油の粘度を示す。ｐＨ
４．２のサンプルは、８０日後に完全に沈殿したので、８０日後には粘度もデータも示さ
れなかった。
【００６５】
　本発明の組成物は、特定の物品のために、ブラッシング、ディッピング、浸漬、又は噴
霧技術を含む塗布方法によって、抗菌又は静菌量の有機又は無機基材に塗布することがで
きる。基材としては、炉、空気調和機、空気浄化装置、自動車、水槽、及び再循環空気処
理システム用の空気フィルタ；エアフィルタに関連する材料；ベッドシーツ、毛布、及び
ベッドカバー；緩衝パッド（研削及び研磨）；カーペット及びカーテン生地；下水管、マ
ンホール及びコンクリート下水道構造用のコンクリート添加物；下水管及びマンホール並
びにコンクリー下水道構造の修理及び更新用コンクリート添加物；繊維がコットン、ナチ
ュラルダウン、ナイロン、ポリエステル、レーヨン又はウールであるクッション材、寝袋
、衣類用の繊維充填材；ガラス繊維ダクトボード；消防ホース布；加湿器ベルト；マット
レスパッド及びティッキング；ジャケット、セーター、スエットシャツ、コート、レイン
コート、オーバーコート、ジャージ、ポンチョなどの衣類を含む下着及び上着；不織布使
い捨ておむつ；不織布ポリエステル；家庭、工業及び施設モップ用のポリウレタン及びセ
ルロース発泡体；被覆された場合のポリウレタン及びポリエチレン発泡体；非食品接触用
途での包装及び緩衝用ポリウレタン発泡体；非食品作物及び植物用成長培地として使用さ
れるポリウレタン発泡体；ウェットタイプのウェットティッシュ及びティッシュ繊維（こ
れらは殺虫特性を付与しない；屋根板、屋根顆粒、ウッドシェイク、フェルト、石及び合
成オーバーコートなどの屋根材；砂袋、テント、防水シート、帆及びロープ；運動靴及び
カジュアルシューズ；靴インソール；シャワーカーテン；ナイロン、ナイロン／オルロン
、コットン／ナイロン、リネン／ライクラ、アクリル／ポリプロピレン／ナイロン／ライ
クラ、ウール／シルク／ナイロン／ライクラ及びウール／アクリル／ナイロン／ライクラ
からなる靴下；小さな敷物；コットン１００％、ポリエステル１００％、２つの繊維のブ
レンド；トイレタンク及びシートカバー；傘；アセテート、アクリル、コットン、ガラス
繊維、ナイロン、ポリエステル、ポリエチレン、ポリオレフィン、ポリプロピレン、レー
ヨン、スパンデックス、ビニール及びウールからなるクッション材；電気掃除機の袋及び
フィルタ；非食品接触面用ビニールペーパー壁紙；家具、車、壁、窓、床、電気器具、皿
、カウンタートップの掃除又は洗浄などの多目的に使用可能な、殺虫特性を付与しない使
い捨て拭き布；女性の靴下及び女性の密着した衣服が挙げられる。
【００６６】
　開示された発明の範囲内にある例示的な物品及び本発明を実施する方法としては、以下
が挙げられる。
【００６７】
　サンプル物品１：サンプル物品１では、抗菌性混合物は、臭気を引き起こす細菌、汚染
及び変色を引き起こす細菌、並びに菌類（カビ及び白カビ）に使用され得る。適切な物品
としては、ベッドシート、毛布、ベッドカバー、カーテン、カーテン生地（丸洗い可能の
み）、アンダーウェア、ソックス、密着した衣類、靴下、小さな敷物、紙タオル、トイレ
タンクカバー、シャワーカーテン、靴インソール、アウターウェア衣類（ジャケット、セ
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ーター、スエットシャツ、コート、レインコート、オーバーコート、ジャージ、ポンチョ
）が挙げられる。組成物は、アセテート、アクリル、コットン、ガラス繊維、リンネル、
ライクラ、ナイロン、オロン、ポリエステル、ポリエチレン、ポリオレフィン、ポリプロ
ピレン、レーヨン、シルク、スパンデックス、ビニール、及びウールからなる布に塗布す
ることができる。
【００６８】
　塗布方法としては以下が挙げられる。
【００６９】
　ディッピング／浸漬：処理している物をディッピング／浸漬するには、適切なサイズの
洗面器又は浴槽を使用する。物を完全に沈めるのに十分な組成物を使用する。物を溶液中
に３分間保持する。物を取り出し、余分な液体を絞る。乾燥は、処理物から乾燥した又は
絞った過剰の液体を落とすことによって達成され得る。大きな物（ベッドカバー、カーテ
ン、カーテン生地等）の場合、余分な液体の除去を助けるために脱水サイクルで洗濯機に
入れる。塗布前に小さな引っ込んだ部分を処理し、乾燥させることにより、布とカーペッ
トの汚染と色堅牢度を試験する。ディッピング／浸漬後に溶液を再使用しない。使用前に
処理物品を乾燥する。基材は、室温又は最大１６０℃（３２０°Ｆ）の温度で（例えば、
衣類乾燥機で）ハングドライすることができる。衣類乾燥機で乾燥を試みる前に余分な液
体を除去する。必要に応じて、３ヶ月毎に、又は細菌、カビ汚染、及び白カビ汚染による
臭気、汚染、及び変色が戻ったときに組成物を再塗布する。
【００７０】
　噴霧：塗布前に表面を洗浄する。トリガーポンプスプレイ又は圧力スプレイを使用して
、表面が完全に覆われていることを確認しながら、表面から４インチ（１０．１６ｃｍ）
～６インチ（１５．２４ｃｍ）で全表面積を噴霧する。乾燥するまで放置、又は３分間放
置し、布やスポンジで拭いて乾燥する。汚点が発生した場合は、濡れた布又はスポンジで
拭く。塗布前に小さな引っ込んだ部分を処理し乾燥させることにより、布の汚染と色堅牢
度を試験する。必要に応じて、３ヶ月毎に、又は細菌、カビ汚染、及び白カビ汚染による
臭気、汚染、及び変色が戻ったときに組成物を再塗布する。
【００７１】
　サンプル物品２：サンプル物品２では、抗菌性混合物は、臭気を引き起こす細菌、汚染
及び変色を引き起こす細菌、菌類（カビ及び白カビ）、並びに藻類に使用され得る。
【００７２】
　適切な基材には、炉、空気調和機、空気浄化装置、自動車、再循環空気処理システム、
電気掃除機フィルタ、並びに水槽用の空気フィルタ及び空気フィルタ材料が挙げられる。
【００７３】
　塗布方法としては以下が挙げられる。
【００７４】
　噴霧：フィルタを処理する場合、フィルタを装置から取り外す。トリガーポンプスプレ
イ又は圧力スプレイを使用して、表面が完全に覆われていることを確認しながら、表面か
ら４インチ（１０．１６ｃｍ）～６インチ（１５．２４ｃｍ）で全表面積を噴霧する。塗
布し、次いで乾燥させるまで放置する。必要に応じて、３ヶ月毎に、又は細菌、カビ汚染
、白カビ汚染、及び藻類汚染による臭気、汚染、及び変色が戻ったときに組成物を再塗布
する。
【００７５】
　サンプル物品３：サンプル物品３では、抗菌性混合物は、臭気を引き起こす細菌、汚染
及び変色を引き起こす細菌、並びに菌類（カビ及び白カビ）に使用され得る。適切な物品
としては、カーペット地が挙げられる。
【００７６】
　塗布方法としては以下が挙げられる。
【００７７】
　噴霧：塗布してカーペット表面を洗浄する。トリガーポンプスプレイ又は圧力スプレイ
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を使用して、表面が完全に覆われていることを確認しながら、表面から４インチ（１０．
１６ｃｍ）～６インチ（１５．２４ｃｍ）で全表面積を噴霧する。ロータリージェット抽
出クリーナ及びカーペットスチーマの場合は、洗浄タンクに組成物を直接添加し、次いで
製造元の指示に従って機器を操作する。塗布し、次いで乾燥させるまで放置する。塗布前
に小さい引っ込んだ部分を処理し、乾燥させることにより、カーペットの汚染及び色堅牢
度を試験する。組成物は、約２００平方フィート（約６０．６平方メートル）／ガロン（
３．７８５Ｌ）（５０平方フィート（約１５．２平方メートル）／クォート（０．９４６
Ｌ））を処理する。より粗い基材（例えばウールカーペット地）を処理する場合、吸収の
ためにより多くの組成物が必要とされ得る。再投入前のカーペットの面積及び表面を乾燥
する。カーペット地の乾燥を助けるためにファンを使用してもよい。完全に乾燥するまで
、子供及びペットを処理部位から離す。必要に応じて、３ヶ月毎に、又は細菌、カビ汚染
、及び白カビ汚染による臭気、汚染、及び変色が戻ったときに組成物を再塗布する。
【００７８】
　サンプル物品４、サンプル物品４では、抗菌性混合物は、臭気を引き起こす細菌、汚染
及び変色を引き起こす細菌、並びに菌類（カビ及び白カビ）に使用され得る。
【００７９】
　適切な物品としては、アセテート、アクリル、コットン、ガラス繊維、ナイロン、ポリ
エステル、ポリエチレン、ポリオレフィン、ポリプロピレン、レーヨン、スパンデックス
、ビニール、ウールからなるマットレスパッド及びマットレスティッキング及びクッショ
ン材；クッション材、寝袋、衣類に使用される繊維充填材が挙げられ、繊維はコットン、
ナチュラルダウン、ナイロン、レーヨン、又はウールである。
【００８０】
　塗布方法としては以下が挙げられる。
【００８１】
　噴霧：塗布する前に表面を洗浄する。トリガーポンプスプレイを使用して、表面が完全
に覆われていることを確認しながら、表面から４インチ（１０．１６ｃｍ）～６インチ（
１５．２４ｃｍ）で全表面積を噴霧する。塗布し、次いで乾燥するまで放置、又は３分間
放置し、布又はスポンジで拭いて乾燥する。汚点が発生した場合は、濡れた布又はスポン
ジで拭く。塗布前に小さな引っ込んだ部分を処理し乾燥させることにより、布の汚染と色
堅牢度を試験する。マットレスパッドに塗布し、ティッキングは浸漬しない。完全に乾燥
するまで、子供及びペットを処理部位から離す。必要に応じて、３ヶ月毎に、又は細菌、
カビ汚染、及び白カビ汚染による臭気、汚染、及び変色が戻ったときに組成物を再塗布す
る。
【００８２】
　サンプル物品５：サンプル物品５では、抗菌性混合物は、臭気を引き起こす細菌、汚染
及び変色を引き起こす細菌、菌類（カビ及び白カビ）、並びに藻類に使用され得る。
【００８３】
　適切な物品には、テント、防水シート、帆、及びロープが含まれる。
【００８４】
　塗布方法としては以下が挙げられる。
【００８５】
　噴霧：塗布前に表面を洗浄する。トリガーポンプスプレイ又は圧力スプレイを使用して
、表面が完全に覆われていることを確認しながら、表面から４インチ（１０．１６ｃｍ）
～６インチ（１５．２４ｃｍ）で全表面積を噴霧する。乾燥するまで放置、又は３分間放
置し、布やスポンジで拭いて乾燥する。汚点が発生した場合は、濡れた布又はスポンジで
拭く。塗布前に小さい引っ込んだ部分を処理し、乾燥させることにより、布の汚染及び色
堅牢度を試験する。必要に応じて、３ヶ月毎に、又は細菌、カビ汚染、白カビ汚染、及び
藻類汚染による臭気、汚染、及び変色が戻ったときに組成物を再塗布する。
【００８６】
　ディッピング／浸漬：処理している物をディッピング／浸漬するには、適切なサイズの
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洗面器又は浴槽を使用する。物を完全に沈めるのに十分な組成物を使用する。物を３分間
溶液中に保持する。物を取り出し、余分な液体を絞る。ディッピング／浸漬後に溶液を再
使用しない。使用前に処理物品を乾燥する。基材は、室温又は最大１６０℃（３２０°Ｆ
）の温度で（例えば、衣類乾燥機で）ハングドライすることができる。衣類乾燥機で乾燥
を試みる前に余分な液体を除去する。必要に応じて、３ヶ月毎に、又は細菌、カビ汚染、
白カビ汚染、及び藻類汚染による臭気、汚染、及び変色が戻ったときに組成物を再塗布す
る。
【００８７】
　サンプル物品６：サンプル物品６では、抗菌性混合物は、臭気を引き起こす細菌、汚染
及び変色を引き起こす細菌、菌類（カビ及び白カビ）、並びに藻類に使用され得る。
【００８８】
　適切な物品としては、屋根材（例えば、屋根板、屋根顆粒、ウッドシェイク、フェルト
、石、合成オーバーコート）が挙げられる。
【００８９】
　塗布方法としては以下が挙げられる。
【００９０】
　噴霧：塗布前に屋根がきれいであることを確認する。表面が完全に覆われていることを
確認しながら、表面から６インチ（１５．２４ｃｍ）～１２インチ（３０．４８ｃｍ）で
全表面積を噴霧する。組成物を塗布した後、乾燥するまで放置する。組成物は、約２００
平方フィート（約６０．６平方メートル）の屋根ふき材／ガロン（３．７８５Ｌ）（５０
平方フィート（約１５．２平方メートル）／クォート（０．９４６Ｌ））を処理する。必
要に応じて、３ヶ月毎に、又は細菌、カビ汚染、白カビ汚染、及び藻類汚染による臭気、
汚染、及び変色が戻ったときに組成物を再塗布する。
【００９１】
　サンプル物品７：サンプル物品７では、抗菌性混合物は、臭気を引き起こす細菌、汚染
及び変色を引き起こす細菌、並びに菌類（カビ及び白カビ）に使用され得る。
【００９２】
　適切な物品としては、緩衝パッド（研削及び研磨剤）、家庭用モップ、電気掃除機用袋
、傘、カジュアルシューズ、運動靴用のポリウレタン、及びセルロース発泡体が挙げられ
る。
【００９３】
　塗布方法としては以下が挙げられる。
【００９４】
　噴霧：塗布前に表面を洗浄する。トリガーポンプスプレイ又は圧力スプレイを使用して
、表面が完全に覆われていることを確認しながら、表面から４インチ（１０．１６ｃｍ）
～６インチ（１５．２４ｃｍ）で全表面積を噴霧する。乾燥するまで放置、又は３分間放
置し、布又はスポンジで拭いて乾燥する。汚点が発生した場合は、濡れた布又はスポンジ
で拭く。必要に応じて、３ヶ月毎に、又は細菌、カビ汚染、及び白カビ汚染による臭気、
汚染、及び変色が戻ったときに組成物を再塗布する。
【００９５】
　サンプル物品８：サンプル物品８では、抗菌性混合物は、臭気を引き起こす細菌、汚染
及び変色を引き起こす細菌、並びに菌類（カビ及び白カビ）に使用され得る。
【００９６】
　適切な物品としては、浴槽、艶出しタイル、洗面化粧台、シャワーカーテン、シャワー
室（エリア）、流し台、丸洗いできる壁、非食物接触用壁紙、床、窓敷、キャビネット、
ゴミ箱、電気器具、冷蔵庫（外装）、ファイバーガラス、フォルミカ、ガラスタイル、ガ
ラス磁器、合成大理石、プラスチック、ビニール等が挙げられる。
【００９７】
　塗布方法としては以下が挙げられる。
【００９８】
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　噴霧：トリガーポンプスプレイを使用して、表面が完全に覆われていることを確認しな
がら、表面から４インチ（１０．１６ｃｍ）～６インチ（１５．２４ｃｍ）で全表面積を
噴霧する。乾燥するまで放置、又は３分間放置し、布又はスポンジで拭いて乾燥する。汚
点が発生した場合は、濡れた布又はスポンジで拭く。必要に応じて、３ヶ月毎に、又は細
菌、カビ汚染、及び白カビ汚染による臭気、汚染、及び変色が戻ったときに組成物を再塗
布する。
【００９９】
　サンプル物品９：サンプル物品９では、抗菌性混合物は、帯電剤として臭気、汚染、及
び変色を引き起こす菌類（カビ及び白カビを含む）、並びに藻類に使用され得る。
【０１００】
　適切な物品としては、建築材料及び構成要素（金属、プラスチック、コンクリート）；
サイディング、ウォールボード、断熱材、コンクリート及びコンクリート製品、コンクサ
イドブロック、レンガ、石、天井タイル、建築用金属、ルーバ、通気孔、コーピングが挙
げられる。
【０１０１】
　塗布方法としては以下が挙げられる。
【０１０２】
　追加：この組成物は、ウォールボード、コンクリート、及び石積み（軽量）ブロック建
築材料の製造のように、製造時に製造される製品に組み込まれる材料に使用され得、材料
が湿気のある環境や湿った環境に晒される場合にカビ微生物の成長を阻害及び防止し得る
。
【０１０３】
　コンクリート製品では、組成物は、コンクリート調製中に直接添加されるコンクリート
添加剤として使用され得る。コンクリート１立方ヤード当たり約１６液量オンス（約４９
８液量ｇ）の組成物を使用する（約０．２％活性重量又は水）。コンクリートの添加前に
水に添加する。組成物の添加によって、微生物学的な誘導腐食を抑制することによって下
水管及びマンホールの劣化が低減される。この組成物は、下水管及びマンホール及びコン
クリート下水道構造の修理及び更新用コンクリート添加物として使用することができる。
雨水排水の処理には使用しない。
【０１０４】
　ブラシ、ディッピング／浸漬、噴霧：
【０１０５】
　金属製品では、組成物は、ルーバ、通気孔、及びダクト等の適所の暖房、換気、空調、
及び冷凍システムの表面の処理には使用しない。１ガロン（３．７８５Ｌ）の水（０．６
２５％活性）に対して１６オンス（４９８ｇ）の組成物を希釈し、よく混合する。ブラッ
シング、ディッピング、浸漬、又は噴霧法で塗布し、次いで乾燥まで放置又は３分間放置
し、布及びスポンジで拭いて乾燥する。汚点が発生した場合は、濡れた布又はスポンジで
拭く。この組成物は、希釈ガロン当たり約２００平方フィート（約６０．６平方メートル
）の水を処理する。
【０１０６】
　予防的処理として、木材、ウォールボード、コンクリート、及び石積み（軽量）ブロッ
ク建設材料上の表面のカビ及び白カビの成長を抑制する。組成物を５０ガロン（１８９．
２５Ｌ）の水に対して１ガロン（１０．５ポンド（４５３５９ｇ）、３．７８５Ｌ）の割
合で水に混合し、塗料ブラシ、エアレススプレイヤ、低圧ハンドワンド、又はバックパッ
クスプレイで均等に塗布する。保護すべき表面の均一な被覆を保証する（約５００ｓｆ／
ガロン）。表面は、流出又はプールなしで均等に濡れているべきである。追加のコーティ
ングを塗布する前に、表面を完全に乾燥する。この製品を塗布する前に、目に見えるカビ
の成長を除去し、カビの成長に適した条件を特定し、修正する必要がある。
【０１０７】
　サンプル物品１０：サンプル物品１０では、抗菌性混合物は、菌類（カビ及び白カビを
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含む）、並びに藻類（帯電剤として臭気、汚染、及び変色を引き起こす）に使用し得る。
【０１０８】
　適切な物品としては、屋根板材：屋根板、屋根顆粒、タイル、膜、下張り、ウッドシェ
イク、フェルト、石、コンクリート、合成オーバーコートが挙げられる。
【０１０９】
　塗布方法としては以下が挙げられる。
【０１１０】
　追加：この組成物は、製造時に製造された製品に組み込まれる材料に使用され得る。
【０１１１】
　サンプル物品１１：サンプル物品１１において、抗菌性混合物は、菌類（カビ及び白カ
ビを含む）、並びに藻類（帯電剤として臭気、汚染、及び変色を引き起こす）に使用し得
る。
【０１１２】
　適切な物品としては、壁及び床材：ビニール、木材、ラミネート、コンクリート、タイ
ル、石、ウォールボード、プラスター、ドライヴィットコンクリート、軽量コンクリート
ブロック、レンガ、壁紙及び壁被覆材、カーペット、下張り、マットが挙げられる。
【０１１３】
　塗布方法としては以下が挙げられる。
【０１１４】
　追加：この組成物は、製造時に製造された製品に組み込まれる材料に使用され得る。
【０１１５】
　ディッピング／浸漬：１ガロン（３．７８５Ｌ）の水につき８オンス（２４８．８２８
ｇ）の組成物を希釈し（１クォート（０．９４６Ｌ）あたり２オンス（６２．２０７ｇ）
、１パイント（０．５６８Ｌ）あたり１オンス（３１．１０３５ｇ））、よく混合する。
物を３分間溶液に完全に浸す。物を取り出し、乾燥する。塗布前に小さな引っ込んだ部分
を処理し、乾燥させることにより、布の汚染及び色堅牢度を試験する。ディッピング／浸
漬後に溶液を再使用しない。
【０１１６】
　噴霧：１ガロン（３．７８５Ｌ）の水（２オンス（６２．２０７ｇ）／クォート（０．
９４６Ｌ）、１オンス（３１．１０３５ｇ）／１パイント（０．５６８Ｌ））あたり８オ
ンス（２４８．８２８ｇ）の組成物を希釈し、よく混合する。塗布し、次いで乾燥するま
で放置、又は３分間放置し、布又はスポンジで拭いて乾燥する。汚点が発生した場合は、
濡れた布又はスポンジで拭く。塗布前に小さい引っ込んだ部分を処理し乾燥させることに
より、布及びカーペットの汚染及び色堅牢度を試験する。この組成物は、約２００平方フ
ィート／ガロンの希釈水を処理する。より粗い基材を処理する場合、吸収のためにより多
くの組成が必要とされ得る。標準的な製造乾燥手順に従って物品を乾燥する。カーペット
地の乾燥を助けるためにファンを使用してもよい。基材は、室温又は最高１６０℃（３２
０°Ｆ）の温度、又は工業規格の乾燥で乾燥させることができる。
【０１１７】
　サンプル物品１２：サンプル物品１２では、抗菌性混合物は、帯電剤として臭気、汚染
、及び変色を引き起こす菌類（カビ及び白カビを含む）、並びに藻類に使用し得る。
【０１１８】
　適切な物品としては、繊維及び繊維製品（天然及び合成織物及び不織布）：アセテート
、アクリル、コットン、ナイロン、ライクラ、ポリエステル、ポリエチレン、ポリオレフ
ィン、ポリプロピレン、レーヨン、スパンデックス、ビニール、ウール、オルロン、シル
ク、及びこれらの繊維及び天然ダウンのブレンドが挙げられる。完成品の種類は次のとお
りである：レクリエーション用品、スポーツウェア、寝具、ソックス、靴下、下着、手袋
、ユニフォーム、履物（ブーツ、靴及び構成要素）靴インソール、運動靴及びカジュアル
シューズを含む衣類；アウトウェア（ジャケット、セーター、スエットシャツ、コート、
レインコート、オーバーコート、ジャージ、ポンチョ）ベッドカバー、毛布、シーツ、枕
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カバー、キルト、枕、マットレスパッド、ティッキング、充填材、寝袋；クッション材、
カーテン、衣類、マット、小さな敷物、家具、ビニール、タオル、天幕、テント、防水シ
ート、帆、ロープ、及びその他の屋外用具、傘。
【０１１９】
　塗布方法としては以下が挙げられる。
【０１２０】
　追加：この組成物は、製造時に製造された製品に組み込まれる材料に使用され得る。組
成物は、洗濯添加剤、カーペット処理製品、並びにクッション材及びカーテン生地処理製
品での使用のための配合微生物に使用し得る。
【０１２１】
　噴霧：１ガロン（３．７８５Ｌ）の水につき８オンス（２４８．８２８ｇ）の組成物を
希釈し（１クォート（０．９４６Ｌ）あたり２オンス（６２．２０７ｇ）、１パイント（
０．５６８Ｌ）あたり１オンス（３１．１０３５ｇ））、よく混合する。塗布し、次いで
乾燥するまで放置、又は３分間放置し、布又はスポンジで拭いて乾燥する。汚点が発生し
た場合は、濡れた布又はスポンジで拭く。塗布前に小さい引っ込んだ部分を処理し乾燥さ
せることにより、布及びカーペットの汚染及び色堅牢度を試験する。この組成物は、希釈
ガロン当たり約２００平方フィート（約６０．６平方メートル）の水を処理する。より粗
い基材を処理する場合、吸収のためにより多くの組成が必要とされ得る。標準的な製造乾
燥手順に従って物品を乾燥する。カーペット地の乾燥を助けるためにファンを使用しても
よい。
【０１２２】
　ディッピング／浸漬：１ガロン（３．７８５Ｌ）の水（２オンス（６２．２０７ｇ）／
クォート（０．９４６Ｌ）、１オンス（３１．１０３５ｇ）／１パイント（０．５６８Ｌ
））あたり８オンス（２４８．８２８ｇ）の組成物を希釈し、よく混合する。物を３分間
溶液に完全に浸す。物を取り出し、乾燥する。塗布前に小さな引っ込んだ部分を処理し、
乾燥させることにより、布の汚染及び色堅牢度を試験する。ディッピング／浸漬後に溶液
を再使用しない。基材は、室温又は最高１６０℃（３２０°Ｆ）の温度、又は工業規格の
乾燥で乾燥することができる。
【０１２３】
　サンプル物品１３：サンプル物品１３では、抗菌性混合物は、静的剤として臭気、汚染
、及び変色を引き起こす菌類（カビ及び白カビを含む）、並びに藻類に使用し得る。
【０１２４】
　適切な物品としては、塗料及びコーティング：アルキド、ウレタン、エナメル、エポキ
シ、シロキサリン、アミノ樹脂、繊維製品コーティング、押出コーティング、建築コーテ
ィング及びオーバーレイ、並びに防食コーティング、耐火コーティング、脂肪族コーティ
ング、ビニルエステル及びポリエステルコーティング、ゲルコーティング、アミノ樹脂、
セメントのための添加剤混合物として使用される樹脂、エポキシラミネート樹脂及びそれ
らのブレンド及びコポリマーを含む、ラテックス屋内／屋外塗料及びステイン、木材ステ
イン、建築塗料、ラッカー及びメンテナンスコーティング、フィルム、ラミネート及び完
成品が挙げられる。
【０１２５】
　塗布方法としては以下が挙げられる。
【０１２６】
　追加：この組成物は、塗料フィルム及びコーティング膜の保護のための缶内防腐剤とし
て塗料及びコーティングに使用することができる。この製品を最終用途向けのコーティン
グに組み込む。コーティングの目的は、最終製品を湿気及び腐食から封止することである
。缶内保存剤としてのコーティング中の組成物の目的は、コーティング膜の表面の臭気、
変色、汚染、劣化、又は腐食を引き起こすカビ、白カビ、菌類、及び細菌の成長を抑制す
ることである。生成物は、塗布されたコーティング自体を下地の基材ではなく微生物の攻
撃から保護する。この生成物は、既存又は予想される公衆衛生に関連する微生物の修復、
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予防、又は制御を目的としたものではない。
【０１２７】
　塗料及びコーティング：屋外用塗料の１００ガロン（３７８．５Ｌ）（１００９ポンド
（４５７６７２ｇ）＝１００ガロン（３７８．５Ｌ）、比重＝１．２）当たり１００．９
ポンド～１５１．３５ポンド（１００．９ポンド＝１００．９ポンド／組成物の１，００
９ポンド×５％活性＝０．５％活性）の組成物を分散し、塗料フィルムを塗布した後に効
果的な白カビの制御を得る。塗装された表面が頻繁に暖かく湿っている場所等、白カビ又
はカビの成長に適した場所では高い割合で使用する。外装材用に設計された汚染に添加す
る場合１００ガロン（１００９ポンド（４５７６７２ｇ）＝１００ガロン（３７８．５Ｌ
））当たり１５１．３５ポンド（１５１．３５ポンド＝１５１．３５ポンド／組成物の１
，００９ポンド×５％活性＝０．７５％活性）の組成物を分散して、菌類に起因する表面
のカビ又は白カビの汚染から木材を保護する。屋外用塗料の１００ガロン（３７８．５Ｌ
）（１００９ポンド（４５７６７２ｇ）＝１００ガロン（３７８．５Ｌ）、比重＝１．２
）当たり１００．９ポンド～１５１．３５ポンド（１００．９ポンド＝１００．９ポンド
／組成物の１，００９ポンド×５％活性＝０．５％活性）の組成物を分散し、屋内ラテッ
クス塗料の（比重＝１．２）組成物は、未変性又はアルキド変性アクリル、ビニルアクリ
ル、又はポリビニルアセテートラテックスと共に使用することができる。
【０１２８】
　組成物は、顔料粉砕操作中、減少中又は後に塗料配合物に添加することができる。食品
接触面に塗布するために設計された塗料には使用しない。
【０１２９】
　水性接着コーティング：組成物は、塗布された接着フィルムをカビの成長及び分解から
保護するために、接着剤に組み込み得る。１００ポンド～１５０ポンド（１００ポンド＝
１００ポンド／１０００ポンド×組成物の５％活性＝５％活性）の組成物を、それを製造
する間、１，０００ポンドの接着剤あたり完全に分散させる。表面が頻繁に暖かく湿って
いる場所等、カビの成長に適した場所で高い割合で使用する。食品接触面又は食品加工若
しくは食品の取り扱いに関与する建物の内部で塗布するために設計された接着剤には使用
しない。
【０１３０】
　水性コーキング及びシーラントコーティング：塗布後に沈殿物のコーキング又は密封で
白カビ及びカビの制御をもたらすためには、シーラント製品が製造される間に、コーキン
グ又はシーラント製品の１，０００ポンドあたり１００ポンド～１５０ポンド（１００ポ
ンド＝１００ポンド／１．０００ポンド×５％活性の組成物＝０．５％活性）の組成物を
完全に分散する。外装コーキングには高率が推奨される。食品接触面に塗布するために設
計されたコーキング又はシーラントには使用しない。
【０１３１】
　ディッピング／浸漬：１ガロン（３．７８５Ｌ）の水（２オンス（６２．２０７ｇ）／
クォート（０．９４６Ｌ）、１オンス（３１．１０３５ｇ）／１パイント（０．５６８Ｌ
））あたり８オンス（２４８．８２８ｇ）の組成物を希釈し、よく混合する。物を３分間
溶液に完全に浸す。物を取り出し、乾燥する。塗布前に小さな引っ込んだ部分を処理し、
乾燥させることにより、布の汚染及び色堅牢度を試験する。ディッピング／浸漬後に溶液
を再使用しない。
【０１３２】
　サンプル物品１４：サンプル物品１４では、抗菌性混合物は、帯電剤として臭気、汚染
、及び変色を引き起こす菌類（カビ及び白カビを含む）、並びに藻類に使用し得る。
【０１３３】
　適切な物品としては、以下を含む多岐にわたる物が挙げられる：家庭用、工業用、及び
施設用のモップ用のポリウレタン及びセルロース発泡体、被覆された場合のポリウレタン
及びポリエチレン発泡体、非食品接触用途における包装及び緩衝用のポリウレタン発泡体
、非食品作物及び植物、ウェットティッシュ、ティッシュ拭き取り繊維用の成長培地とし
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て使用されるポリウレタン発泡体（これらは殺虫性を付与しない）、電気掃除機用袋及び
フィルタ、スポンジ及びモップ、Ｌａｐｉｄｕｓ　Ａｉｒｆｌｏａｔ　Ｓｙｓｔｅｍｓ用
の使い捨てポリウレタン発泡体クッション、不織布使い捨ておむつ、非食品接触用途にお
ける包装及び緩衝用発泡体、コンベヤ及び加湿器ベルト、緩衝パッド（研削及び研磨）、
バスルーム及び非接触キッチンハードウェア、炉に設置される空気フィルタ、空調装置、
空気浄化装置、自動車及び再循環空気処理システムが挙げられる。家具、車、壁、窓、床
、家電製品、皿、カウンタートップを拭く、又は洗浄する等の多目的に使用できる使い捨
て拭き布；これらは殺虫特性を付与しない。
【０１３４】
　塗布方法としては以下が挙げられる。
【０１３５】
　追加：この組成物は、製造時に製造された製品に組み込まれる材料に使用され得る。
【０１３６】
　ディッピング／浸漬：１ガロン（３．７８５Ｌ）の水（２オンス（６２．２０７ｇ）／
クォート（０．９４６Ｌ）、１オンス（３１．１０３５ｇ）／１パイント（０．５６８Ｌ
））あたり８オンス（２４８．８２８ｇ）の組成物を希釈し、よく混合する。物を３分間
溶液に完全に浸す。物を取り出し、乾燥する。塗布前に小さな引っ込んだ部分を処理し、
乾燥させることにより、布の汚染及び色堅牢度を試験する。ディッピング／浸漬後に溶液
を再使用しない。
【０１３７】
　前述の説明を読めば、当業者にはある種の修正及び改良がなされるであろう。例えば、
１つの実施形態では、本発明の組成物は、揮発性反応媒体としてメタノールを使用して合
成されるが、その後にメタノールを除去し、それを別の溶媒と交換するか、又は乾燥生成
物を生じることができる。乾燥生成物は、本明細書に概して開示される７２％ＳＱＡＣに
対して、約９９％まで生じる。いずれの揮発性化合物と同様に、本明細書で使用される揮
発性反応媒体は実質的に消散し、従って最終生成物中に残留量のみが見られ得ることも理
解されるべきである。このような変更及び改良の全ては、本明細書において、簡潔さ及び
可読性のために削除されているが、添付の特許請求の範囲の範囲内で適切であることが理
解されるべきである。本明細書に記載される全ての範囲は、端点及びそれらの間の全ての
増分を含むが、小さい。また、特に明記しない限り、「約」等は、＋／－１０％である。
このような変更及び改良の全ては、本明細書において、簡潔さ及び可読性のために削除さ
れているが、添付の特許請求の範囲の範囲内で適切であることが理解されるべきである。
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